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（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

10802
○２０１０年までに、土壌微生物の多様性を解
析する手法を開発する【農林水産省】

土壌微生物
相の解明に
よる土壌生
物性の解析
技術の開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

農林水産省
研究開発
官（環境）
室

18 22 141 139 111

土壌中の微生物群集（細菌及び糸
状菌）や土壌線虫群集からのeDNA
抽出法がマニュアル化された。さら
に、抽出されるeDNAのPCR-DGGE
法による微生物群集の標準解析手
法を開発し、マニュアル化された。
また、PCR-DGGE法による標準解
析手法のためのマーカーが開発さ
れた。さらに、連作障害、病害多
発、堆肥連用等農業生産と関わり
の深い各種土壌において、特徴あ
る生物相が形成されることを解明し
た。

108 95

・ホウレンソウの連作に伴い、糸状菌の多様性の低下が起こ
ること、有機物を連用したコマツナほ場では糸状菌相は「有機
物の種類」、細菌相は「有機物の量」に影響を受けることを解
明。
・トマト褐色根腐病が未発生の土壌では、特徴的な糸状菌が
生息することを解明。
・全国の農耕地土壌の物理・化学・生物性情報を蓄積し、将
来にわたり利用できる「農耕地土壌　eDNAデータベース」のフ
レームを構築。

主要な土壌において、作物生産性や作物病害発生との関連を
示す指標及び評価手法を開発する。

培養困難な微生物を含めた網羅的な土壌生
物相の解析について、本施策のような国土全
体を対象とした研究開発は国際的にも先んじ
た取り組みであり、これまでに新規性の高い
知見が多く得られている。

10806

◇２０２０年頃までに、環境中の生物集団から
有用遺伝子を探索・収集し、工業原料や医薬
品等の生産に活用する技術を確立する【文部
科学省、農林水産省、経済産業省】

アグリ・ゲノ
ム研究の総
合的な推進

・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術
・世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

19 23 －
3,239の
内数

442

遺伝子組換えによる医療用試験薬
等の有用物質生産技術を確立して
おり、現在実用化に向けた研究を
計画通り進めている。

440 374

・遺伝子組換え技術の改良を進め、カイコ1頭あたりの有用物
質生産量が向上。
・遺伝子組換えカイコによる医療用試験薬の開発が進み、カ
ルタヘナ法に基づく第2種産業利用申請手続き等製造販売の
目処がつきつつある。

得られた成果を実用化に結びつけるため、生産するタンパク質
の糖鎖改変等生産技術の改良を進める必要。

本研究で確立した技術を活用することで、医
薬品等をより低コストに生産、供給できる可
能性。カイコを用いた医薬品の生産は、日本
独自の技術。

10902

○２０１０年までに、農林水産業の生産性の
向上等のために、農林水産業に係る動植物・
微生物の生命現象の生理・生化学的解明、
環境ストレスへの応答機構等を解明する【農
林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004
イネの高温や低温等環境ストレス
に対する抵抗性に係る遺伝子の単
離・機能解明を進めている。

3,965 3,277

・イネの低温での芽生えの生育に関与するQTLを同定して、
その主要な遺伝子領域をコシヒカリに導入した。
・高温登熟耐性に関するQTLを同定して、さらに遺伝子を同定
するためにその主要な遺伝子領域を絞り込んだ。

環境ストレスによる障害の生化学的原因とそれを回避する遺伝
子の機能の究明が必要。

イネの低温耐性や、高温登熟耐性に関して
は、日本が先導。

10903

◇２０１５年頃までに、イネ等の作物や植物の
生長、形態形成、環境応答など特有な制御・
応答システムを解明し、有用な遺伝子や代謝
産物を同定する【文部科学省、農林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004
イネの粒数や耐倒伏性を制御する
遺伝子を複数単離し機能解析。

3,965 3,277

・ジャポニカ米とインディカ米との粒幅の違いを基に、イネの
粒幅を増加させる遺伝子を同定・単離した。
・急激な洪水が発生してイネが水没しても、茎を急速に伸ばし
て生存できる「浮きイネ」の洪水回避遺伝子を同定するととも
に、その分子メカニズムを明らかにした。

得られた成果を（現地の）実用品種に導入することが必要。

・イネの生長・形態形成・環境応答に関する
遺伝子の単離・同定に関しては、日本が先
導。
・インディカ米に粒幅を増加させる遺伝子を導
入することで、東南・南アジア地域での増収が
期待される。
・世界の洪水に苦しんでいる地域でのイネ品
種育成が進み、収量の高い浮イネ品種の作
出が期待できる。

11001
○２０１０年までに、収集した遺伝資源から新
たな有用遺伝子を単離し、機能を解明する
【文部科学省、農林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004
インディカイネ等の遺伝資源を利用
し、有用遺伝子の単離に成功

3,965 3,277

カサラースと呼ばれるインディカイネから、穂発芽を起こしにく
くなる原因となる遺伝子の一つであるSdr4を特定した。Sdr4
は種子休眠のみを制御する遺伝子であることが明らかにな
り、穂発芽耐性を付与してもその他の農業形質には影響を与
えない、品種改良に適した遺伝子であることを示した。

得られた成果を実用品種に昇化することが必要。

・イネ科植物の穂発芽は、収量に大きく影響
するため、世界で研究が進められている。今
回の成果は、国際的に認められる一流誌に
公表され、新品種開発のための育種技術の
確立に貢献。

11002
○◇２０１０年までに、動物（昆虫）機能を利用
した、医療用モデル動物、有用物質生産技術
等を開発する【農林水産省】

アグリ・ゲノ
ム研究の総
合的な推進

・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術
・世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

19 23 －
3,239の
内数

442

遺伝子組換え技術を利用して医療
用モデルブタの作出に成功してい
る。また、遺伝子組換えカイコによ
る医療用試験薬等の有用物質生産
技術を確立しており、現在実用化に
向けた研究を計画通り進めている。

440 374

・医療用モデルブタとして、遺伝子組換え技術を利用して高脂
血症のモデルや免疫不全のモデル開発を推進。
・遺伝子組換えカイコによる医療用試験薬の開発が進み、カ
ルタヘナ法に基づく第2種産業利用申請手続き等製造販売の
目処がつきつつある。

得られた成果を実用化に結びつけるため、
・医療用モデルブタ開発については、医学研究現場へのブタ供
給体制の構築など医療分野との連携
・遺伝子組換えカイコによる有用タンパク質生産については、タ
ンパク質の糖鎖改変等生産技術の改良等を進める必要。

・医療用モデルブタを作成するためのブタの
遺伝子組換え技術は、世界トップレベルであ
る。
・本研究で確立した技術を活用することで、ヒ
ト医療の発展や安価な医薬品等の供給が達
成できる可能性。

11005
◇２０１５年頃までに、複数の有用な形質を短
期間で導入するゲノム育種技術を開発する
【文部科学省、農林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004

DNAマーカーを利用し、複数の有用
形質を導入したイネの作出を進め、
現在のところは計画どおり進めてい
る。

3,965 3,277
「にこまる」の高温登熟性をさらにレベルアップし、さらに「にこ
まる」の欠点であるトビイロウンカ抵抗性およびいもち病圃場
抵抗性を付与した系統を育成中。

世代促進を加速できるほ場の確保。
DNAマーカー選抜を駆使して、複数の農業形
質をイネに集積する技術は、世界のトップレ
ベル。

11101

○２０１０年までに、ロボットやＩＴを活用して、
低コスト化技術、省力化技術、多収化技術等
農林水産物生産を向上させる技術を開発す
るとともに、これらを組み合わせて生産現場
で活用できる技術体系を構築する【農林水産
省】

担い手の育
成に資する
IT等を活用
した新しい生
産システム
の開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

19 23 - 604 482

・大豆小畦立て栽培技術をマニュア
ル化、1000 ha以上普及
・水稲直播栽培用鉄コーティング種
子大量生産技術を開発
・新たに開発した稲・麦・大豆の一
貫栽培体系で生産コストを６割程度
で削減

479 601の内数

馬鈴しょの新たな省力栽培技術に用いる作業機、コンバイン
の稼働時間拡大技術、大豆増収技術、大規模営農向け管理
支援システム等、低コスト化・省力化・多収化に資する要素技
術を開発した。さらに、要素技術を統合した技術体系の構築
については、農家ほ場での実証試験を進めるとともに、地域
の条件に応じた技術の最適化に取り組んだ。

要素技術の開発から、技術の体系化に重点を移し、生産現場で
の実証試験を重ねることで、実用技術として仕上げていく必要が
ある。

Ｈ２２年度より新規
プロジェクトの一
部に組替え

事業期間

始期 終期
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け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

11101

○２０１０年までに、ロボットやＩＴを活用して、
低コスト化技術、省力化技術、多収化技術等
農林水産物生産を向上させる技術を開発す
るとともに、これらを組み合わせて生産現場
で活用できる技術体系を構築する【農林水産
省】

高生産性地
域輪作シス
テム構築事
業に係る技
術開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

17 18 121 - -
不耕起播種機を核とした水田輪作
体系で現状よりも労働時間を５割・
生産コストを２割削減を達成

- - 平成１８年度終了 平成１８年度に目標達成
世界的な精密農業の広がりの中で、わが国
でも精密農業に対する取り組みが行われて
いることは重要。

11101

○２０１０年までに、ロボットやＩＴを活用して、
低コスト化技術、省力化技術、多収化技術等
農林水産物生産を向上させる技術を開発す
るとともに、これらを組み合わせて生産現場
で活用できる技術体系を構築する【農林水産
省】

次世代農業
機械等緊急
開発事業

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

15 19
180の内
数

180の内
数

-
圃場内の場所ごとの収穫量を表示
できる収量計測コンバインを開発。

- - 平成１９年度終了 平成１９年度に目標達成
世界的な精密農業の広がりの中で、わが国
でも精密農業に対する取り組みが行われて
いることは重要。

11101

○２０１０年までに、ロボットやＩＴを活用して、
低コスト化技術、省力化技術、多収化技術等
農林水産物生産を向上させる技術を開発す
るとともに、これらを組み合わせて生産現場
で活用できる技術体系を構築する【農林水産
省】

農作業ロ
ボットによる
分散錯圃に
対応した超
省力作業技
術の開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

20 22 - - 35
田植えロボットは、30a圃場一筆の
完全無人作業を達成。

35 35 収穫ロボットで、30a圃場の大部分の無人作業を実施。 ロボットのヒューマンインターフェースの改善。
アジア地域に特徴的な代かき水田での自動
作業という点では他国に例がない。

11102

○２０１０年までに、消費者や実需者ニーズの
高い安全で高品質な農林水産物・食品を生
産・供給するための技術を開発し、実用化す
る【農林水産省】

指定試験事
業

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究推進
課

18 22 1,003 973 924

農林認定品種（農林水産省の委
託等により育成した農作物の品種
でその特性が優良なもの）３５品種
を育成した。
　普及に移しうる成果（農業者が営
農に直接利用できる成果等）３８件
を開発した。

924 855
いもち病に強く、極良食味の水稲品種「ともほなみ」の育成。
パン用硬質小麦「ゆめかおり」の育成。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

　確実に普及が見込まれる研究成果を開発するため、農作物の
品種に対する実需者、消費者のニーズを的確にとらえつつ、本
事業を引き続き実施する。

水稲品種「ともほなみ」の育成については、遺
伝子の位置情報を利用して長年にわたる品
種改良の問題を解決した初めての事例であ
る。この成果の概要は、米国科学雑誌「サイ
エンス」（2009年）に掲載され、国際的な評価
は高い。

11102

○２０１０年までに、消費者や実需者ニーズの
高い安全で高品質な農林水産物・食品を生
産・供給するための技術を開発し、実用化す
る【農林水産省】

低コストで質
の良い加
工・業務用
農産物の安
定供給技術

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22 508 485 363

 本プロジェクト研究では、省力形質
の短節間性かぼちゃ「TC２A」、加
工適性に優れた大豆品種「なごみ
まる」、長期貯蔵性に優れたさつま
いも品種「ときまさり」、米粉パンに
適した多収品種「タカナリ」等、有望
な品種・系統を選抜した。
　また、整枝・収穫作業時間を削減
するための栽培技術、収穫機等を
開発し、更に地下灌漑システムの
地下水位制御による収量の2～3割
増加効果等を確認した。
  消費書ニーズに関しては、生産
者・加工業者等が連携し、育種した
新品種を利用した商品の開発とモ
ニターテストを行い、ニーズ分析を
行った。

411 348

21年度は、5月収穫が可能なキャベツ「試交N0553」、ショ糖含
量が高く豆腐加工適性に優れている「中育61号」を選抜した。
また、炊飯後に褐変しにくく、もち性を兼ね備えた良食味の二
条裸麦品種「キラリモチ」を育成した。トマトの味評価のために
は、グアニル酸の評価を行う必要があることを示唆した。

　品種育成の課題については、品種化の見込みを絞り込む必
要。
　更に、低コスト生産技術については、速やかな普及を図るため
に経済性の評価を十分に行う必要。

11103

◇２０１５年頃までに、国内に高品質な食料・
食品を安定生産・供給できる技術を確立する
とともに、開発途上国での開発に適した組換
え植物を作出する技術を確立する【農林水産
省】

DREB遺伝
子等を活用
した環境スト
レスに強い
作物の開発

農林水産省
国際研究
課

20 24 - - 176

遺伝子導入により、コムギ、イネ形
質転換植物に乾燥耐性を付与させ
るため、遺伝子を選抜した。さらに、
圃場評価を実施するために国際研
究機関に遺伝子を送付し、国際研
究機関での研究を推進しているた。

176 158.4

新規遺伝子とストレス誘導性プロモーターの選抜は概ね目標
が達成された。これら遺伝子を導入した遺伝子組換え作物（イ
ネ、小麦）を多数作出し、前年度までの網室、温室に加え、野
外隔離圃場での乾燥耐性の評価を開始した。

国際研究機関と協力し、圃場条件下おける乾燥耐性の評価を促
進し、耐性が向上した系統を選抜する必要がある。

FAOによると世界の栄養不足人口が10億人
に達し、食料安全保障の重要性、特に干ばつ
による影響を受けにくい穀物開発に対する
ニーズは今まで以上に高くなっている。本課
題は、将来的に、気候変動に対して脆弱な低
緯度地帯にある途上国を中心に国際的な食
料増産に貢献することを目指している。

11103

◇２０１５年頃までに、国内に高品質な食料・
食品を安定生産・供給できる技術を確立する
とともに、開発途上国での開発に適した組換
え植物を作出する技術を確立する【農林水産
省】

低コストで質
の良い加
工・業務用
農産物の安
定供給技術

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22 508 485 363

 本プロジェクト研究では、省力形質
の短節間性かぼちゃ「TC２A」、加
工適性に優れた大豆品種「なごみ
まる」、長期貯蔵性に優れたさつま
いも品種「ときまさり」、米粉パンに
適した多収品種「タカナリ」等、有望
な品種・系統を選抜した。
　また、整枝・収穫作業時間を削減
するための栽培技術、収穫機等を
開発し、更に地下灌漑システムの
地下水位制御による収量の2～3割
増加効果等を確認した。
  消費書ニーズに関しては、生産
者・加工業者等が連携し、育種した
新品種を利用した商品の開発とモ
ニターテストを行い、ニーズ分析を
行った。

411 348

21年度は、5月収穫が可能なキャベツ「試交N0553」、ショ糖含
量が高く豆腐加工適性に優れている「中育61号」を選抜した。
また、炊飯後に褐変しにくく、もち性を兼ね備えた良食味の二
条裸麦品種「キラリモチ」を育成した。トマトの味評価のために
は、グアニル酸の評価を行う必要があることを示唆した。

　品種育成の課題については、品種化の見込みを絞り込む必
要。
　更に、低コスト生産技術については、速やかな普及を図るため
に経済性の評価を十分に行う必要。

11201
○２０１０年までに、ヒト試験等の検証に基づ
き、機能性成分を高含有する食品素材を開発
する【農林水産省】

新鮮でおい
しい「ブラン
ド・ニッポン」
農産物提供
のための総
合研究

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

15 17 － － －

　抗酸化性に富む紫サツマイモがヒ
ト肝臓機能に関わるマーカー酵素
の値を改善させる作用を持つことや
血液流動性を改善することを解明
し、ジュースや食酢、ポテトチップス
などの多様な食品の開発に貢献。
メチル化カテキンが花粉アレルギー
の低減に役立つことを解明し、メチ
ル化カテキンを高度に含有する「べ
にふうき緑茶ドリンク」の開発に貢
献。

－ － 平成１７年度終了 他の成分についても、作用機序の解明を推進。
-



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名
担当課室
名

Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額（百
万円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

11202

○２０１０年までに、ニュートリゲノミクスに基
づく食料・食品の新しい健康機能性評価技術
（ツール、情報データベースなど）を開発する
など、遺伝子情報を活用して、栄養成分が生
体に与える影響を科学的に評価する手法を
確立する【文部科学省、農林水産省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性解
析のための
基盤技術の
開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

フラボノイドのフロリジン及びカロテ
ノイドのリコペン等の食品成分につ
いてDNAマイクロアレイを用いた機
能性評価を行うとともに、高濃度の
フラボノイド及びカロテノイドの影響
を確認。また、ゴマリグナンのセサ
ミン、セサモリンと同様に、ゴマ種子
の摂取が脂質脂肪化系酵素及びそ
の他の脂肪酸代謝関連遺伝子の
発現を誘導すること等を確認。

329の内数 280の内数

マウスに高脂肪高ショ糖食である西洋型食（Western Diet）を
長期間摂取させ、ケルセチンが食餌による肥満、高血糖、高
インスリン血症、高脂血症を抑制することを解明。
　抗酸化活性が高く、脂肪酸合成抑制効果を示すα-リポ酸
が、薬物代謝に関わる第Ⅰ相及び第Ⅱ相酵素群、及び薬物
排出（第Ⅲ相）に関わるトランスポーターの発現を増加させて
強い薬物代謝誘導作用を示すことを解明。
　レスベラトロール摂取により、高脂肪・高ショ糖食での肝臓
脂質濃度が低下すること、動脈硬化の発症に関わる極長鎖
脂肪酸の代謝遺伝子の発現が誘導されることを解明。

ニュートリゲノミクスを用いた栄養成分が生体に与える影響の科
学的評価の結果をデータベースとして構築。

食品による健康の保持増進効果の評価技術
の開発において、国際的に先進的な地位を
占めることが期待される。

11202

○２０１０年までに、ニュートリゲノミクスに基
づく食料・食品の新しい健康機能性評価技術
（ツール、情報データベースなど）を開発する
など、遺伝子情報を活用して、栄養成分が生
体に与える影響を科学的に評価する手法を
確立する【文部科学省、農林水産省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性解
析のための
基盤技術の
開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

フラボノイドのフロリジン及びカロテ
ノイドのリコペン等の食品成分につ
いてDNAマイクロアレイを用いた機
能性評価を行うとともに、高濃度の
フラボノイド及びカロテノイドの影響
を確認。また、ゴマリグナンのセサ
ミン、セサモリンと同様に、ゴマ種子
の摂取が脂質脂肪化系酵素及びそ
の他の脂肪酸代謝関連遺伝子の
発現を誘導すること等を確認。

329の内数 280の内数

マウスに高脂肪高ショ糖食である西洋型食（Western Diet）を
長期間摂取させ、ケルセチンが食餌による肥満、高血糖、高
インスリン血症、高脂血症を抑制することを解明。
　抗酸化活性が高く、脂肪酸合成抑制効果を示すα-リポ酸
が、薬物代謝に関わる第Ⅰ相及び第Ⅱ相酵素群、及び薬物
排出（第Ⅲ相）に関わるトランスポーターの発現を増加させて
強い薬物代謝誘導作用を示すことを解明。
　レスベラトロール摂取により、高脂肪・高ショ糖食での肝臓
脂質濃度が低下すること、動脈硬化の発症に関わる極長鎖
脂肪酸の代謝遺伝子の発現が誘導されることを解明。

ニュートリゲノミクスを用いた栄養成分が生体に与える影響の科
学的評価の結果をデータベースとして構築。

食品による健康の保持増進効果の評価技術
の開発において、国際的に先進的な地位を
占めることが期待される。

11203

○２０１０年までに、健康機能が科学的に裏
付けられた、消費者ニーズ（疲労、ストレス、
アレルギー等）が高い食料・食品を開発する
ための技術体系を確立する【農林水産省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性確
保のための
基盤技術の
開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

モデルマウスを用いた食品アレル
ギー誘導方法を確立し、食品成分
の免疫系に対する効果を評価する
指標を選抜するとともに、アレル
ギー体質として利用できる可能性を
持つ血清タンパク質を見いだした。

329の内数 280の内数

乳酸菌G50株をオボムコイドと同時投与すると、抗原特異的
経口免疫寛容誘導が増強されること、及び乳酸菌G50株は遅
延型過敏反応 (Ⅳ型アレルギー）の炎症反応を抑制すること
を解明。
　アレルギーモデルマウスの小腸パイエル板樹状細胞はIL-
10を産生し、T細胞のIL-10産生を誘導することを解明し、樹状
細胞のIL-10産生が制御性T細胞誘導の指標となることが示
唆された。
　複数の乳酸菌についてヒアルロン酸産生能を比較したとこ
ろ、H61乳酸菌のみが添加量に比例して培養皮膚中のヒアル
ロン酸産生が増加することを解明。

ヒトの体内での作用機序を解明し、食品成分の与える影響を検
証。

11204

◇２０１５年頃までに、医療分野とも連携し、
科学的評価に基づいた機能性食料・食品の
生産に必要な技術を確立する【文部科学省、
農林水産省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性確
保のための
基盤技術の
開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

α－リノレン酸を多く含むアマニ油
の摂取により、糖尿病や動脈硬化
の惹起因子が低下し、生活習慣病
リスクの軽減に有用であることを確
認。

329の内数 280の内数

ピルビン酸からアセチルCoAへの合成を阻害することで、細
胞内でのエネルギー源を糖質から脂質へ変換するPDK4等の
遺伝子mRNAの変動が確認され、食品摂取後数時間で白血
球遺伝子が変動することが示された。

医療分野との連携を一層強化し、ヒトへの影響をさらに確認。

11302

○◇２０１０年までに、と畜場等におけるＢＳＥ
検査用高感度・迅速検査法、食料・食品中に
存在する食中毒菌等の迅速一斉検査法等を
実用化する【厚生労働省、農林水産省】

鳥インフルエ
ンザ、ＢＳＥ
等の高精度
かつ効率的
なリスク管理
技術の開発

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・新興・再
興感染症
克服科学
技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 700
リンタングステン酸沈殿法を用いた
ウェスタンブロット法の高感度化に
成功。

691の内数 587の内数 異常プリオンタンパク質（PrPsc）特異的検出法の検討。 PrPsc特異的抗体の作製。
PrPsc特異的検出法の開発を通じたＢＳＥ検
査の迅速化により、世界の食の安全に貢献。

11306

○２０１０年までに、生産から加工・流通及び
消費にいたる一連の過程の中で、リスク分析
などに基づいた食料・食品の汚染防止や危
害要因低減の技術や信頼確保に資する技術
を開発する【農林水産省】

生産・流通・
加工工程に
おける体系
的な危害要
因の特性解
明とリスク低
減技術の開
発

生命プログ
ラム再現
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - -
549の内
数

・ムギのかび毒（DON、NIV）につい
ては、これまでの科学的知見をもと
に、かび毒汚染低減のための生産
工程管理マニュアルが作成された。
・行政的に優先度が高い危害要因
（POPsや病原性大腸菌等）につい
ては、危害要因の特性解明と生産
現場に適用できるリスク低減技術
の開発への取り組みを開始した。

536の内数 455の内数

・六条大麦の登熟過程におけるカビ毒蓄積特性が、小麦や二
条大麦とは異なり、より早い段階で蓄積することがわかった。
・強い降雨によりDON及びNIVが麦類の穂で減少するが、逆
にゼアラレノンは顕著に増加する現象が明らかになった。

・生食野菜の病原微生物のリスク低減のため、肥効性確保と安
全性を両立した堆肥の製造方法等、課題の整理が必要。
・病原微生物を用いた実証試験は、国内で実施可能施設がない
状況。

現在、コーデックスでは葉物野菜の病原微生
物汚染低減のための実施規範が検討中。

11307

○２０１０年までに、主要農林水産物の品種
や生産地を判別する技術、遺伝子組換え作
物の高精度・迅速な検知技術を開発する【農
林水産省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性解
析のための
基盤技術の
開発

生命プログ
ラム再現
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

・日本酒・いちごジャム等一部加工
品における原料品種判別技術を開
発し、HP等で公表した。
・たまねぎ、かぼちゃ等一部の生鮮
野菜において、国内産と外国産を
判別する技術の開発を行った。
・国内黒毛和種・国内ホルスタイン
種・豪州産が実用的に識別可能で
あることを確認した。
・米の品種判別では成果を活用し
て、民間企業でキットの開発・実用
化がなされた。

329の内数 280の内数

・リンゴ栽培品種および台木品種、キウイフルーツで判別技
術を開発した。
・X線照射装置による放射線照射食品検知法の室間共同試
験を実施した。
・アサリの原産地表示判定についてマニュアル化に着手。
・サトイモの原産地判別マニュアル(暫定版）を作成。

現在開発中の品目について、実用に足る成果とするためには、
室間共同試験等による妥当性確認を行い、室間再現性を高め
る必要がある。

一部の品目について現在進められている産
地等の判別手法の妥当性確認については、
国際的に認められた手続きに沿って進められ
ている。

11308
◇２０１５年頃までに、新たに実用化が見込ま
れる遺伝子組換え作物の環境への影響を評
価する手法を開発する【農林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004

交雑可能性がある在来の近縁種の
特定、種子形成・交雑種子の発芽
能力、次世代植物の環境適応可能
性を明らかにすることにより、遺伝
子組換え作物の環境への評価手法
の開発を行っている。

3,965 3,277

承認されているGM系統の効率的な検知法を開発する一環と
して、複数のGM系統を一度に漏れなく検出する技術を開発す
るとともに、組換えDNA情報が確認できないものを含め、未承
認GM系統の混入を科学的に推定する手法を開発した。

環境ストレス耐性植物の環境適応性を明らかにするための新た
なストラテジーが必要。

ＧＭ系統を効率的に検知できる技術として、
国際的基準の確立に貢献。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名
担当課室
名

Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額（百
万円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

11309

◇２０１５年頃までに、科学をベースにした透
明性・信頼性の高い、食料・食品の安全性に
関するリスク評価手法を確立する【食品安全
委員会、文部科学省、厚生労働省、農林水産
省】

生産・流通・
加工工程に
おける体系
的な危害要
因の特性解
明とリスク低
減技術の開
発

生命プログ
ラム再現
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - -
549の内
数

・サルモネラ、腸管出血性大腸菌
O157、リステリアを従来よりも短時
間で検出する技術について、より信
頼性を高めるため妥当性評価を行
い、従来法よりも高い検出結果を得
た。
・ムギのかび毒（DON、NIV）検査を
実施する機関において、検査機関
ごとの分析精度を経年的に確認す
る目的で、外部精度管理調査を行
い、対象とした機関は精度良く検査
していることが明らかになった。

536の内数 455の内数

・LC-MS/MSによりトリコテセン系カビ毒を一斉に分析する技
術を開発した。
・ビブリオ属食中毒細菌は、地理的分布が水温（季節）と塩分
濃度（河川の流入）に相関があること、また、魚介類の体液に
対して走化性があることを明らかにした。

基準値の設定されたかび毒やPOPsの検出・定量技術を現場普
及するため、それぞれの基準値の定義を満たし、かつ複数の化
学種を同時に検出・定量できる手法を開発する必要がある。
ELISA法等の抗原抗体反応を利用する場合、複数化学種に対す
る抗体の特異性について確認しておく必要がある。

JECFAでデオキシニバレノール（DON）のリス
クの再評価が行われ、DON単独ではなく、ア
セチル化類縁体と合わせた暫定耐容一日摂
取量として1 µg/kg体重/日が設定された。類
縁体も含めた一斉分析技術の開発は本政策
でも進めているところ。

11401
○◇２０１０年までに、微生物・動植物を用い
た有用物質の生産を可能とするための培養・
遺伝子組換え技術を開発する【農林水産省】

アグリ・ゲノ
ム研究の総
合的な推進

・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術
・世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

19 23 －
3,239の
内数

442

遺伝子組換えカイコによる医療用
試験薬等の有用物質生産技術を確
立しており、現在実用化に向けた研
究を計画通り進めている。

440 374

・遺伝子組換え技術の改良を進め、カイコ1頭あたりの有用物
質生産量が向上。
・遺伝子組換えカイコによる医療用試験薬の開発が進み、カ
ルタヘナ法に基づく第2種産業利用申請手続き等製造販売の
目処がつきつつある。

得られた成果を実用化に結びつけるため、生産するタンパク質
の糖鎖改変等生産技術の改良を進める必要。

遺伝子組換えカイコを用いた医薬品の生産
は日本独自の技術。本研究で確立した技術
を活用することで、医薬品等をより低コストに
生産、供給できる可能性。

11404
○２０１０年までに、グリーンプラスチック等の
有用素材生産技術を開発する【農林水産省、
経済産業省】

地域活性化
のためのバ
イオマス利
用技術の開
発

持続可能
型地域バ
イオマス利
用システム
技術

農林水産省
研究開発
官（環境）
室

19 23 －
1,500の
内数

1,450の
内数

地域活性化のためのバイオマス利
用技術の開発においては、リグニ
ン由来のピロンジカルボン酸を原料
とした高性能な金属接着剤を開発
した等、顕著な成果を出している。

1,964の内数 1,503の内数
バイオエタノール副産リグニンからコンクリート混和剤および
糖化酵素安定化剤製造技術を開発した。

バイオリファイナリー等で副産するリグニンの有効利用法を確立
する。

リグニンの高付加価値マテリアル利用につい
ては、国際的に視ても日本がかなり先行して
いる。

11404
○２０１０年までに、グリーンプラスチック等の
有用素材生産技術を開発する【農林水産省、
経済産業省】

農林水産バ
イオリサイク
ル研究

持続可能
型地域バ
イオマス利
用システム
技術

農林水産省
研究開発
官（環境）
室

12 18
1,236の
内数

－ －

農林水産バイオリサイクル研究で
は木質廃棄物を分解して得られる
多糖類やリグニンを活用し、多糖類
からレブリン酸、リグニンから、ピロ
ンジカルボン酸（PDC)等の有用化
合物に変換する技術を開発した。

－ －
このプロジェクトは１８年で終了し、プロジェクトの目標は達
成。課題は「地域活性化のためのバイオマス利用技術の開
発」に受け継がれた。

このプロジェクトで得られたリグニンからのピ
ロンジカルボン酸の製造技術は、本プロジェ
クト参画者独自の者であり、他では製造不可
能である。

11502

○◇２０１０年までに、生物機能等を利用した
持続的な防除技術の開発、適正施肥技術の
開発、環境中の有害化学物質の農林水産物
への吸収抑制技術及び、汚染土壌浄化技術
（バイオレメディエーション）を開発する【農林
水産省】

生物機能を
活用した環
境負荷低減
技術の開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

16 20 194 194 136

露地・施設野菜栽培、果樹栽培、茶
栽培において土着天敵や微生物防
除資材等の活用や、複合抵抗性品
種の活用による防除体系等によ
り、化学農薬使用回数の大幅削減
が可能なことを示した。

- - 平成20年度に終了した
平成20年度に目標を達成した

-

11503

○２０１０年までに、病害虫抵抗性等を付与さ
せた組換え生物や炭酸ガスや窒素を効率的
に固定する組換え生物を開発する【農林水産
省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004

WRKY45遺伝子を高発現させること
により、複合抵抗性を有するＧＭイ
ネを作出することとしており、計画ど
おり進んでいる。

3,965 3,277
WRKY45を発現させるプロモーターを改変し、生育に影響を与
えずに複合病害抵抗性を付与できることを確認した。

・遺伝子組換え作物を隔離ほ場で栽培するための第１種使用規
程の申請手続きの簡素化
・遺伝子組換え植物栽培のためのほ場の整備。

転写因子を導入することによって複数の形質
を改変する技術は、第３世代の遺伝子組換え
技術として、世界中で開発が進められてい
る。

11504
○◇２０１０年までに、ゲノム育種による乾燥
地域等の不良環境で生産できる農作物を開
発する【農林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004

DREB遺伝子を水稲、陸稲、小麦で
高発現させ、耐乾燥耐性を付与す
ることとしており、計画どおり進んで
いる。

3,965 3,277

水稲、陸稲、小麦において、乾燥ストレス下で既存品種よりも
高収量を示した有望な系統を選出し、3つの海外共同研究機
関(CIAT、CIMMYT、IRRI）で遺伝子組換え作物の隔離圃場試
験栽培の承認を獲得した。CIATとCIMMYTではすでに栽培を
開始した。

・作出した遺伝子組換え作物の海外における野外圃場試験の実
施

乾燥耐性の農作物の開発は、世界で進めら
れており、それらに伍したレベル。世界的な気
候温暖化により、乾燥耐性付与への期待は
非常に高まっている。

11601
○２０１０年までに、生産性や品質の高い農
林水産物・食品や医療用素材等の実用化に
向けた技術を開発する【農林水産省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004
DNAマーカーを利用し、高温で高品
質のイネを作出することとしており、
計画どおり進んでいる。

3,965 3,277
高温登熟性が高く、トビイロウンカ抵抗性・縞葉枯病抵抗性・
縞葉枯病抵抗性を導入した西海267号を育成した。

世代促進を加速できる圃場の確保。
DNAマーカー選抜を駆使したイネの精密な品
種改良(ＤＮＡマーカー育種)技術は、世界の
トップレベル。

11602

◇２０１５年頃までに、遺伝子組換え技術等を
活用して、生産性や品質の高い農林水産物・
食品や医療用素材等を開発する【農林水産
省】

新農業展開
ゲノムプロ
ジェクト

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 4,004
遺伝子組換え技術を利用し、超多
収イネを作出することとしており、計
画どおり進んでいる。

3,965 3,277

超多収イネを実現するために必要な要素として、①１個体当
たりの種子種を増加させる、②種子が多くついても倒れない
ように茎を強くすることを目標に、それぞれに必要な遺伝子を
同定・単離してそれらの機能を確認した。

遺伝子組換え植物栽培のためのほ場の整備。
国際的に認められる一流誌に成果が公表さ
れ、新品種開発のための育種技術の確立に
貢献。

11602
○２０１５年までに、遺伝子組換え技術等を活
用して、生産性や品質の高い農林水産物・食
品や医療用素材等を開発する【農林水産省】

アグリ・ヘル
ス実用化研
究促進プロ
ジェクト

・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術
・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

22 26 548 22年度新規

11705

○２０１０年までに、生活習慣病の予防及び
健康維持に資する栄養学的研究の強化、
ニュートリゲノミクスの推進などにより、機能
性食料・食品の生産に必要な技術を確立する
【文部科学省、農林水産省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性確
保のための
基盤技術の
開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

フラボノイドのフロリジン及びカロテ
ノイドのリコペン等の食品成分につ
いてDNAマイクロアレイを用いた機
能性評価を行うとともに、高濃度の
フラボノイド及びカロテノイドの影響
を確認。また、ゴマリグナンのセサ
ミン、セサモリンと同様に、ゴマ種子
の摂取が脂質脂肪化系酵素及びそ
の他の脂肪酸代謝関連遺伝子の
発現を誘導すること等を確認。

329の内数 280の内数

血糖、インスリン、消化管ホルモン（GLP-1,GIP)、AGEを指標
にしたヒト試験を行い、高アミロース米は普通米に比べて血中
のインスリン、GLP-1の濃度が低くおさえられることを確認。
ボランティアへの魚油（DHA700mg）カプセルまたはプラセボカ
プセル（植物油）を用いた摂取試験を3ヵ月間実施し、魚油が
中性脂肪を有意に低下させ、肝機能を改善することを解明。

ニュートリゲノミクスを用いた栄養成分が生体に与える影響の科
学的評価の結果をデータベースとして構築。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名
担当課室
名

Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額（百
万円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

11706

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病等の予防・早期
診断・先端的な治療技術や、難病の早期診
断・先端的治療技術を可能にする【文部科学
省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省】

食品・農産
物の表示の
信頼性確保
と機能性確
保のための
基盤技術の
開発

国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

18 22
844の内
数

714の内
数

340の内
数

果実・野菜の摂取量、飲酒・喫煙習
慣、メタボリックシンドローム(MetS)
との関連を解析し、βｰカロテンの
血清レベルが高い群では低い群よ
りMetSリスクが低いこと、飲酒量が
増加すると、血清リコペン、α－カ
ロテン、β－カロテン、β－クリプト
キサンチン濃度が低下すること等を
確認。

329の内数 280の内数

エピガロカテキンガレートは、細胞基底膜の主要な構成成分
であるラミニンに結合する細胞膜タンパク質である67LRを介
し、LPS受容体であるTLR4の発現を抑制することで、炎症関
連遺伝子の発現を強力に阻害することを解明。

評価結果の精査を行い、適性な情報提供により、生活習慣病の
予防等を推進。

11804

○２０１０年までに、花粉症等の免疫・アレル
ギー疾患に関して、治療法につながる新規技
術、患者自己管理手法や重症化・難治化予
防のための早期診断法等を確立する【文部
科学省、厚生労働省、農林水産省】

アグリ・バイ
オ実用化・
産業化研究

生命プログ
ラム再現
科学技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

16 19
962の内
数

618の内
数

- △
スギ花粉症緩和米を開発し、動物
実験において有効性を確認した。

- -
医薬品としての実用化を目指し、関係機関と協議を進めるとと
もに、H22年度から治験に向けての研究開発を開始できるよ
う支援措置を構築。

医薬品として臨床試験等が必要になるため、連携先の製薬企業
を探しつつ、当面は実用化に向けた臨床試験を始めとする試験
研究を国主導で推進。

有効成分の経口摂取によるアレルギー疾患
に対する新たな減感作治療法の開発に貢
献。世界にも例がない。

11804

○２０１０年までに、花粉症等の免疫・アレル
ギー疾患に関して、治療法につながる新規技
術、患者自己管理手法や重症化・難治化予
防のための早期診断法等を確立する【文部
科学省、厚生労働省、農林水産省】

アグリ・ヘル
ス実用化研
究促進プロ
ジェクト

・生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術
・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

22 26 548 22年度新規

13005

30○２０１０年までに、ＢＳＥや高病原性鳥イ
ンフルエンザ等主要な人獣共通感染症を含
む家畜感染症の簡易・迅速診断技術や予防
技術を開発する【農林水産省】

鳥インフルエ
ンザ、ＢＳＥ
等の高精度
かつ効率的
なリスク管理
技術の開発

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・新興・再
興感染症
克服科学
技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 700

鳥インフルエンザウイルスの持つ１
５種類のＨＡ亜型を判定できる信頼
性の高いＰＣＲ法を開発。
・羊由来スクレイピープリオンを、試
験管内で超高感度に増幅する（ＰＭ
ＣＡ法）を開発。

691の内数 587の内数
・リアルタイムPCRによる鳥インフルエンザウイルスHA５亜型
の迅速多検体検出技術を開発。
・PMCAを用いたBSEプリオンの増幅法を開発。

・リアルタイムPCRによる鳥インフルエンザウイルスHA７亜型の
迅速多検体検出技術の開発。
・ＰＭＣＡ法をＢＳＥプリオンに応用したプリオン蓄積動態の解
明。

効果的な防疫措置により、生産性向上と国際
競争力強化に貢献。
また、人獣共通伝染病の制御に貢献。

13007

30◇２０１５年頃までに、ＢＳＥや高病原性鳥
インフルエンザ等主要な人獣共通感染症を含
む家畜感染症の簡易・迅速診断技術や予防
技術を確立する【農林水産省】

鳥インフルエ
ンザ、ＢＳＥ
等の高精度
かつ効率的
なリスク管理
技術の開発

・国際競争
力を向上さ
せる安全
な食料の
生産・供給
科学技術
・新興・再
興感染症
克服科学
技術

農林水産省

研究開発
官（食の安
全、基礎基
盤）室

20 24 - - 700

鳥インフルエンザウイルスの持つ１
５種類のＨＡ亜型を判定できる信頼
性の高いＰＣＲ法を開発。
・羊由来スクレイピープリオンを、試
験管内で超高感度に増幅する（ＰＭ
ＣＡ法）を開発。

691の内数 587の内数
・リアルタイムPCRによる鳥インフルエンザウイルスHA５亜型
の迅速多検体検出技術を開発
・PMCAを用いたBSEプリオンの増幅法を開発

・リアルタイムPCRによる高病原性鳥インフルエンザウイルスの
迅速診断技術の実証
・ＰＭＣＡ法をＢＳＥプリオンに応用した生体診断法の開発。

効果的な防疫措置により、生産性向上と国際
競争力強化に貢献。
また、人獣共通伝染病の制御に貢献。

13702

○２０１０年までに、健康・食料生産・環境等
の研究開発に資する遺伝子、培養細胞、微
生物、植物、水産生物、有用昆虫、実験用小
動物、霊長類及び日本人由来ヒト試料等の生
物遺伝資源等の研究、開発、収集、増殖、保
存、品質管理及び提供等を推進・強化する
【文部科学省、厚生労働省、農林水産省】

農業生物資
源ジーンバ
ンク事業

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22
7,467の
内数

7,526の
内数

7,209の
内数

昭和60年から、食料及び農業に関
する動物、植物、微生物について
収集、評価、保存、提供等を行って
おり、生物多様性の保全に貢献す
るとともに、新品種の素材確保のた
め引き続き事業を継続中。

7,210の内数 6,982の内数

　年次計画に基づき、植物分野では５件の国内探索、２件の
海外共同調査や受入れ等により、保存点数が１４５３点増加。
微生物分野では、３課題の国内探索や受入れ等により保存
点数が６３３点増加。ＤＮＡ部門は、引き続きイネ、ブタ、ウシ、
カイコの各種クローンを保存。

引き続き年次計画に基づき着実に実施。

　食料農業生物遺伝資源を保存し、利活用の
促進を図るジーンバンクとしては国際的にみ
て有数の規模を持ち、アジアを対象に協力関
係を構築。

13703

○２０１０年までに、収集・保存した植物、微生
物、動物、水産生物、有用昆虫等の遺伝資源
の形質を評価して、外部から利用可能なアク
ティブコレクションとして整備する【農林水産
省】

農業生物資
源ジーンバ
ンク事業

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22
7,467の
内数

7,526の
内数

7,209の
内数

基礎的な特性評価や増殖が完了し
た遺伝資源について配布を実施。

7,210の内数 6,982の内数

　配布の前提となる特性評価に関しては、植物分野では約１
３万点、微生物分野では約２千点、動物分野では約５百点の
特性情報を取得。植物分野の特性評価から、ダイズ耐塩性遺
伝資源など有用遺伝資源を取得。

　新たな遺伝資源の収集を行うとともに、収集した遺伝資源の評
価を進め、一層のコレクションの充実化。

　食料農業生物遺伝資源分野で、毎年約１万
点の植物遺伝資源、千点強の微生物遺伝資
源を配布するジーンバンクとして国際的に認
知。

13704

○２０１０年までに、研究・開発関係者への活
用の利便性向上に資するため、微生物を中
心とした生物遺伝資源の情報を集約し、提供
する生物遺伝資源機関ネットワーク構築を実
現する【文部科学省、厚生労働省、農林水産
省、経済産業省】

農業生物資
源ジーンバ
ンク事業

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22
7,467の
内数

7,526の
内数

7,209の
内数

日本微生物資源学会（JSCC）の取
組に協力し、生物研ジーンバンクが
有する微生物株データを提供して
いる。

7,210の内数 6,982の内数
　日本微生物資源学会（ＪＳＣＣ）に、保存する微生物株データ
を提供。保存遺伝資源の来歴情報・特性情報を常時アップ
デートし公開。

　引き続き、生物研ジーンバンク（JSCC機関会員）が公開する微
生物株データを同学会に提供。

　日本を代表する植物病害微生物のコレク
ションを保有。

13706

◇我が国のライフサイエンス研究推進に不可
欠な生物遺伝資源等（生体由来試料を含む）
を世界最高水準のものとして維持する【文部
科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業
省】

農業生物資
源ジーンバ
ンク事業

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22
7,467の
内数

7,526の
内数

7,209の
内数

現在、農業生物資源ジーンバンク
は、植物遺伝資源２４万点以上を保
有（質、量ともに世界有数の規模）。

7,210の内数 6,982の内数

　平成２１年度の食料農業生物遺伝資源の保存点数は、植物
２４２，９６０点（うち配布可能なアクティブコレクションが１３９，
３６４点）、微生物２５，５３１点（同１９，４９８点）、動物９８９点
（同５１７点）、ＤＮＡクローン類２７７，１４７点等。

　引き続き、我が国の農業研究及び育種に有用な遺伝資源を中
心に収集、保存、評価、提供を実施。

　イネ類、ムギ類、牧草・飼料作物、マメ類、
雑穀・特用作物、野菜類、果樹類、イモ類、
桑、花き・緑化植物、茶、熱帯・亜熱帯作物な
どの食物分野、細菌、糸状菌、植物ウイルス
などの微生物分野、カイコ、家畜、家禽など
の動物遺伝資源分野を広くカバーするととも
に、情報を整備し遺伝資源を配布する世界有
数の規模のジーンバンク。

13801

○２０１０年までに、配列情報や構造情報の
他、パスウェイデータ、生物遺伝資源情報、
医学情報、文献情報等の多様・多量な情報
の網羅的かつ正確な統合に向け、広く国内の
ライフサイエンス研究者の利用に供するため
に必要な標準化技術、検索技術、分散処理
技術、高速通信技術、データベースマネジメ
ントシステム等、必要な情報技術の開発を実
現し、必要な人材を確保する【文部科学省、
厚生労働省、農林水産省、経済産業省】

農林水産生
物ゲノム情
報統合デー
タベースの
構築

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22 275 721 707

年間200億件ほどの塩基対データ
を保存するとともに、農林水産研究
に関するDNA配列情報、対応する
表現形質、マーカー情報等、基礎
から応用までの各種データベース
の統合を実施している。

700 639

・ゲノム情報の高度化に対応して情報を更新し、常に最新情
報を公開・提供。
・イネ遺伝子発現情報を整理・追加し、情報の充実化。
・農業形質及び関連分子情報に関する文献情報を整備。

　引き続き、関連情報のデータベースを取り込むとともに、情報
のアップデートを行い、常に最新情報の提供。また、統一的なブ
ラウザの提供を行い、利用者の利便性及び管理者のメンテナン
ス性を向上。

・イネやカイコのゲノム塩基配列情報など世
界をリードする研究成果について、国内外の
ライフサイエンス研究者等の利便性が向上。
・ゲノム配列情報から表現型情報まで関連づ
けた統合データベースの構築は、利便性の向
上が図られ、国際的なニーズを満たす取組
み。

13803
○２０１０年までに、ゲノム情報及び各種遺伝
資源の特性データ、分布状況等を基にした
データベースを構築する【農林水産省】

農林水産生
物ゲノム情
報統合デー
タベースの
構築

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22 275 721 707

年間200億件ほどの塩基対データ
を保存するとともに、農林水産研究
に関するDNA配列情報、対応する
表現形質、マーカー情報等、基礎
から応用までの各種データベース
の統合を実施している。

700 639

・ゲノム情報の高度化に対応して情報を更新し、常に最新情
報を公開・提供。
・イネ遺伝子発現情報を整理・追加し、情報の充実化。
・農業形質及び関連分子情報に関する文献情報を整備。

　引き続き、関連情報のデータベースを取り込むとともに、情報
のアップデートを行い、常に最新情報の提供。また、統一的なブ
ラウザの提供を行い、利用者の利便性及び管理者のメンテナン
ス性を向上。

・イネやカイコのゲノム塩基配列情報など世
界をリードする研究成果について、国内外の
ライフサイエンス研究者等の利便性が向上。
・ゲノム配列情報から表現型情報まで関連づ
けた統合データベースの構築は、利便性の向
上が図られ、国際的なニーズを満たす取組
み。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名
担当課室
名

Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額（百
万円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

13805

◇２０１５年頃までに、統合化が可能で、かつ
適切なデータを対象に、ゲノム情報及び各種
遺伝資源のデータ、医学情報等を含む統合
データベースを構築する【文部科学省、厚生
労働省、農林水産省、経済産業省】

農林水産生
物ゲノム情
報統合デー
タベースの
構築

世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

農林水産省
研究推進
課

18 22 275 721 707

総合科学技術会議ライフサイエン
スPTに、統合データベースタスク
フォースが設置され、外部有識者等
により今後の統合の方策について
検討が行われている。

700 639
　ＪＳＴが主催する統合データベースセンター設置準備委員会
に参加し、今後の他省庁間の連携について検討。

　今後の統合方針について一定の方針が提示されることが必
要。

　世界をリードする研究成果について、国内
外のライフサイエンス研究者等の利便性が向
上。

14104

◇２０１５年頃までに、臨床研究、融合領域や
感染症分野等の、緊急性を要し人材が薄い
分野の人材を十分に確保する【文部科学省、
厚生労働省、農林水産省】

プリオン病
の防除技術
の開発

新興・再興
感染症克
服科学技
術

農林水産省
研究開発
官（食料戦
略）室

15 22 818 604 700
プリオン病の専門家をプリオン病研
究センター長として迎えた。

690 587 プリオン病研究センター長が任期満了となり、再任した。 継続的な人材の確保



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

10108

○２０１０年までに、糖鎖や糖タンパク質など
の機能を分子レベルで効率的に解明するた
めの技術を確立するとともに、産業利用を目
指し、糖鎖の機能解析・検証技術を開発する
【経済産業省】

糖鎖機能活
用技術開発

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 1190 1190 1,000

倫理審査を経た臨床サンプルのラ
イブラリの整備、疾患糖鎖を検出す
るシステムの整備を終え、これらを
用いて多数の糖鎖マーカー候補を
獲得した。

950 730

　がん等種々の重要疾患に対する糖鎖マーカー候補を多数
取得し、順次、当該糖鎖マーカーを活用するシステムの構築
に向けて検討を進めた。具体的には、肝炎から肝細胞がんに
至るステージを階層化できる繊維化マーカーでは、血清サン
プルを用いて線維化の進展を評価できることを明らかにする
とともに、研究体制を強化することにより、市中病院にある汎
用型臨床検査機器による当該マーカーの自動測定を可能と
し、実用化開発の目処を得た。また、本成果を踏まえ、肝細胞
がん・肺小細胞がん・肺腺がん・前立腺がん・腎疾患等への
応用展開を図った。

研究開発の継続的実施

　　糖鎖研究の重要性については、米国、欧
州においても認識されている。米国では、米
国立総合医科学研究所による大規模な助成
により、糖質とタンパク質の相互作用の理解
を目的にCFG（Consortium For Functional
Glycomics）が設立され、さらに診断分野では
EDRN（Early Detection Research Network ）
が組織され活発に活動している。このような
中、EDRNでCFGの成果を活用する動きが
あったことから、「糖鎖機能活用技術開発」の
優位性を確認するため日米共催で腫瘍マー
カー開発会議を開催し、米国の状況確認と同
時に研究対象とする疾患を明確にした。さら
に、肝臓の線維化マーカーでは、日本国内だ
けでなく将来の海外展開の可能性を見極め
るために海外研究機関を含めて研究体制を
強化した。

10109

○２０１０年までに、機能性ＲＮＡを解析するた
めのツール(インフォマティクスや高感度な定
量解析技術）を確立し、疾患に関連する機能
性ＲＮＡの機能を解明する【経済産業省】

機能性ＲＮＡ
プロジェクト

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・世界最高
水準のライ
フサイエン
ス基盤整
備

経済産業省
生物化学
産業課

17 21 900 850 820

ゲノム情報からインフォマティクスを
用いて11,588個の新規の機能性
RNA候補を予測した。RNAを解析す
る質量分析装置について、感度が
向上し、超微量のＲＮＡの解析が可
能となった。核内に存在するＲＮＡ
の機能を解析するための手法を確
立した。この手法を使い、RNAの機
能を解明を行っているところ。

800 0

　インフォマティクス技術により、癌マーカー候補となる機能性
RNA候補を発見するとともに、miRNAなどの標的分子に対す
るアクセサビリティ評価技術を確立した。機能性RNAデータ
ベースについては、短鎖RNAの自動アノテーションシステムを
完成した。
　RNA質量分析技術を構築することにより、生体組織での
miRNAの直接プロファイリングに成功した。さらに、RNAエディ
ティングを検出する効率的な技術を開発し、ヒト脳での多数の
新規エディティング部位を同定するとともに、核内構造体で長
鎖の機能性RNAと相互作用する10種類の疾患関連蛋白質を
同定した。
　これまでに見いだした新規miRNAについては、その機能評
価を行い、複数の癌細胞株に抗細胞活性を有するものを多数
見いだすことに成功した。

-

　　機能性RNA予測のための配列情報解析
技術を多数開発し、2次構造予測や高速構造
アラインメント、miRNA発見については世界最
高精度である。機能性RNAデータベースにつ
いては、50万件超の配列を網羅し世界有数
である。
　世界初となるRNAを直接解析できるRNA質
量分析技術を構築するとともに、安価で高品
質なRNAの新規化学合成法を開発し、世界
最長のRNA合成を達成した。核内RNAノック
ダウン法を開発し、世界で初めて核内構造体
を形成する長鎖の機能性RNAを発見した。
　癌やiPS細胞形成などに係わる1000以上の
新規miRNAを同定するとともに、世界で初め
て内在性siRNA群を発見し、RNA干渉機構の
解明に寄与している。

10110

○２０１０年までに、タンパク質相互作用・ネッ
トワーク解析技術や疾患など生物現象を制御
する化合物探索技術、膜タンパク質構造解析
技術、疾患モデル細胞の構築技術など創薬
効率化のための技術基盤を確立し、創薬ター
ゲット候補となる新規の重要なタンパク質相
互作用情報等の情報を蓄積する【経済産業
省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

10111

◇２０１０年代までに、ゲノム、ＲＮＡ、タンパク
質、糖鎖、代謝産物等の構造、機能と、それ
らのネットワークを解明することを目指し、解
析に必要な基盤技術を確立し、これらの分子
の構造・機能を解明する【文部科学省、経済
産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

10112

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病等の予防・早期
診断・先端的な治療技術や、難病の早期診
断・先端的治療技術を可能にする【文部科学
省、厚生労働省、経済産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

事業期間

始期 終期



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

10112

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病等の予防・早期
診断・先端的な治療技術や、難病の早期診
断・先端的治療技術を可能にする【文部科学
省、厚生労働省、経済産業省】

後天的ゲノ
ム修飾のメ
カニズムを
活用した創
薬基盤技術
開発

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

H22 H26 - - - - - - 320 - - - ２２年度新規

10803

○２０１０年までに、バイオマスを原料とし、糖
から合成樹脂、界面活性剤といった化学品の
基幹物質を生産するための糖化技術や高効
率糖変換技術等を開発するとともに、物質生
産性を向上する高性能宿主細胞の創製、微
生物反応の多様化・高機能化するための技
術を確立する【経済産業省】

微生物機能
を活用した
環境調和型
製造基盤技
術開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

18 23 1567 1381 1,105
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

545 500

計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、セルロース系バイオマス
から乳酸等を効率よく生産する技術開発を継続的に実施。バ
イオリファイナリー技術の根幹をなす糖変換について、従来
法に比べて飛躍的にその効率をアップする技術開発を継続的
に実施。

研究開発の継続的実施

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性の保持が期待。

10804

○◇２０１０年までに海洋無脊椎動物等に共
生する微生物等からメタゲノム解析により有
用遺伝子を探索・収集し、有用物質の生産等
に貢献するため、ライブラリーを構築する【経
済産業省】

ゲノム情報
に基づいた
未知微生物
遺伝資源ラ
イブラリーの
構築プロジェ
クト

経済産業省
生物化学
産業課

14 19 409 409 0
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

0 0
事業終了までに目標に掲げたライブラリーの構築が完了し、
当初計画よりも早期に目標が達成。

目標は達成済み
世界で初めて海洋無脊椎動物の一種に共生
する微生物からのメタゲノム解析に成功。

10805
◇２０１５年頃までに、微生物機能を活用した
合成樹脂、界面活性剤といった化学品を生産
する技術を確立する【経済産業省】

微生物機能
を活用した
環境調和型
製造基盤技
術開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

18 23 1567 1381 1,105
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

545 500
計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、合成樹脂の原料となる
D-乳酸等を効率よく生産する技術開発を継続的に実施。

研究開発の継続的実施

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性の保持が期待。

10806

◇２０２０年頃までに、環境中の生物集団から
有用遺伝子を探索・収集し、工業原料や医薬
品等の生産に活用する技術を確立する【文部
科学省、農林水産省、経済産業省】

微生物機能
を活用した
環境調和型
製造基盤技
術開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

18 23 1567 1381 1,105
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

545 500
計画に沿って研究開発が進められており、微生物由来の遺
伝子を利用して、医薬品原料となりうる光学活性化合物等を
効率よく生産する技術開発を継続的に実施。

・研究開発の継続的実施
・関係省庁との連携による効率的な事業の推進

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性の保持が期待。

11003

○２０１０年までに、バイオマスを原料とし、糖
から合成樹脂、界面活性剤といった化学品の
基幹物質を生産するための糖化技術や高効
率糖変換技術等を開発するとともに、物質生
産性を向上する高性能宿主細胞の創製、微
生物反応の多様化・高機能化するための技
術を確立する【経済産業省】

微生物機能
を活用した
環境調和型
製造基盤技
術開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

18 23 1567 1381 1,105
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

545 500

計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、セルロース系バイオマス
等からキシリトール等を効率よく生産する技術開発を継続的
に実施。バイオリファイナリー技術の根幹をなす糖変換につ
いて、従来法に比べて飛躍的にその効率をアップする技術開
発を継続的に実施。

研究開発の継続的実施

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性の保持が期待。

11004

○２０１０年までに、工業原料、医療用原材
料、試薬等の有用物質を高効率に高生産・高
蓄積させる組換え植物の開発及び、閉鎖型
植物生産施設における有用物質生産技術を
確立する【経済産業省】

①微生物機
能を活用し
た環境調和
型製造基盤
技術開発
②植物機能
を活用した
高度モノ作り
基盤技術開
発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

①18
②14

①23
②22

①1,567
②1,915

①1,381
②1,658

①1,105
②1,596

・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。
・植物機能を活用し、工業原料、医
療用原材料等を高効率に生産する
ための要素技術を開発した。

①545
②1,430

①500
②1040

計画に沿って研究開発が進められており、閉鎖型植物生産
施設を利用して、医薬品原料等高付加価値物質を効率的に
生産する技術開発を継続的に実施。

研究開発の継続的実施

植物細胞を活用した有用物質生産技術は欧
米でも実用化例が見られるが、閉鎖型植物生
産施設内で植物体を使った生産技術では本
事業が世界をリード。

11006

◇２０１５年頃までに、微生物機能を活用し
た、合成樹脂、界面活性剤といった化学品を
生産する技術を確立し、２０２０年頃までに、
植物機能を活用した工業原料、医療用原材
料、試薬等の生産技術を確立する【経済産業
省】

①微生物機
能を活用し
た環境調和
型製造基盤
技術開発
②植物機能
を活用した
高度モノ作り
基盤技術開
発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

①18
②14

①23
②22

①1,567
②1,915

①1,381
②1,658

①1,105
②1,596

・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。
・植物機能を活用し、工業原料、医
療用原材料等を高効率に生産する
ための要素技術を開発した。

①545
②1,430

①500
②1040

計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、合成樹脂の原料となる
D-乳酸等を効率よく生産する技術開発を継続的に実施。ま
た、天然ゴム等の合成に関与する遺伝子の機能等を明らか
にし、生産性向上に向けた基盤技術の開発を継続的に実施。

研究開発の継続的実施

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性が保持できる。また、世界的に天然ゴムの
需要増加が予測される中、天然ゴム合成のメ
カニズム解明により、今後の実用化で日本の
リードが期待。

11402

○２０１０年までに、バイオマスを原料とし、糖
から合成樹脂、界面活性剤といった化学品の
基幹物質を生産するための糖化技術や高効
率糖変換技術等を開発するとともに、物質生
産性を向上する高性能宿主細胞の創製、微
生物反応の多様化・高機能化するための技
術を確立する【経済産業省】

①微生物機
能を活用し
た環境調和
型製造基盤
技術開発
②植物機能
を活用した
高度モノ作り
基盤技術開
発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

①18
②14

①23
②22

①1,567
②1,915

①1,381
②1,658

①1,105
②1,596

・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。
・植物機能を活用し、工業原料、医
療用原材料等を高効率に生産する
ための要素技術を開発した。

①545
②1,430

①500
②1040

計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、セルロース系バイオマス
等から乳酸等を効率よく生産する技術開発を継続的に実施。
バイオリファイナリー技術の根幹をなす糖変換について、従
来法に比べて飛躍的にその効率をアップする技術開発を継続
的に実施。

研究開発の継続的実施

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性が保持が期待。

11403

○２０１０年までに、工業原料、医療用原材
料、試薬等の有用物質を高効率に高生産・高
蓄積させる組換え植物の開発及び、閉鎖型
植物生産施設における有用物質生産技術を
確立する【経済産業省】

①微生物機
能を活用し
た環境調和
型製造基盤
技術開発
②植物機能
を活用した
高度モノ作り
基盤技術開
発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

①18
②14

①23
②22

①1,567
②1,915

①1,381
②1,658

①1,105
②1,596

・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。
・植物機能を活用し、工業原料、医
療用原材料等を高効率に生産する
ための要素技術を開発した。

①545
②1,430

①500
②1040

計画に沿って研究開発が進められており、閉鎖型植物生産
施設を利用して、医薬品原料等高付加価値物質を効率的に
生産する技術開発を継続的に実施。

研究開発の継続的実施

植物細胞を活用した有用物質生産技術は欧
米でも実用化例が見られるが、閉鎖型植物生
産施設内で植物体を使った生産技術では本
事業が世界をリード。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

11404
○２０１０年までに、グリーンプラスチック等の
有用素材生産技術を開発する【農林水産省、
経済産業省】

①微生物機
能を活用し
た環境調和
型製造基盤
技術開発
②植物機能
を活用した
高度モノ作り
基盤技術開
発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

①18
②14

①23
②22

①1,567
②1,915

①1,381
②1,658

①1,105
②1,596

・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。
・植物機能を活用し、工業原料、医
療用原材料等を高効率に生産する
ための要素技術を開発した。

①545
②1,430

①500
②1040

計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、グリーンプラスチックの原
料となるD-乳酸等を効率よく生産する技術開発を継続的に実
施。

・研究開発の継続的実施
・関係省庁との連携による効率的な事業の推進

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性の保持が期待。

11405

◇２０１５年頃までに、微生物機能を活用した
合成樹脂、界面活性剤といった化学品を生産
する技術を確立し、２０２０年頃までに、植物
機能を活用した工業原料、医療用原材料、試
薬等の生産技術を確立する【経済産業省】

①微生物機
能を活用し
た環境調和
型製造基盤
技術開発
②植物機能
を活用した
高度モノ作り
基盤技術開
発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

①18
②14

①23
②22

①1,567
②1,915

①1,381
②1,658

①1,105
②1,596

・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。
・植物機能を活用し、工業原料、医
療用原材料等を高効率に生産する
ための要素技術を開発した。

①545
②1,430

①500
②1040

計画に沿って研究開発が進められており、新規に開発した酵
素及び高効率発酵技術を活用して、合成樹脂の原料となる
D-乳酸等を効率よく生産する技術開発を継続的に実施。ま
た、天然ゴム等の合成に関与する遺伝子の機能等を明らか
にし、生産性向上に向けた基盤技術開発を継続的に実施。

研究開発の継続的実施

微生物利用技術の一つである発酵技術は古
くから「日本のお家芸」と呼ばれる日本の強み
である。本事業により達成された生産性は世
界最高水準であり、日本の技術水準の優位
性が保持できる。また、天然ゴム合成のメカ
ニズムは解明されておらず、今後の実用化で
日本のリードが期待。

11505

○２０１０年までに、有機性廃棄物や難分解
性物質の分解・処理において、微生物群の機
能等を活用し、分解・処理プロセスを高効率
化する技術を開発する【経済産業省】

微生物機能
を活用した
環境調和型
製造基盤技
術開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

18 23 1567 1381 1,105
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

545 500

計画に沿って研究開発が進められており、廃水等処理におい
て、微生物機能を活用して効率的に有機物やアンモニア等を
除去する技術等を開発し、Ｈ21年度に実証型プラントを導入
し、目標達成に向けた取り組みを強化。

研究開発の継続的実施

有機系窒素廃水の処理において、微生物機
能を活用して省エネルギーで有機物やアンモ
ニア等を一続きのプロセスで除去できる例は
世界的にも殆どなく、さらに、リンの回収技術
も含んでおり、日本の技術が優位。

11506
◇２０２０年頃までに、複合微生物機能の活
用による廃棄物、汚染物質等の高効率な分
解・処理技術を確立する【経済産業省】

微生物機能
を活用した
環境調和型
製造基盤技
術開発

生物機能
活用による
物質生産・
環境改善
科学技術

経済産業省
生物化学
産業課

18 23 1567 1381 1,105
・微生物機能を活用し、各種化学品
を高効率に生産するための要素技
術を開発した。

545 500

計画に沿って研究開発が進められており、廃水等処理におい
て、微生物機能を活用して効率的に有機物やアンモニア等を
除去する技術等を開発し、Ｈ21年度に実証型プラントを導入
し、目標達成に向けた取り組みを強化。

研究開発の継続的実施

有機系窒素廃水の処理において、微生物機
能を活用して省エネルギーで有機物やアンモ
ニア等を一続きのプロセスで除去できる例は
世界的にも殆どなく、さらに、リンの回収技術
も含んでおり、日本の技術が優位。

11703

○２０１０年までに、タンパク質相互作用・ネッ
トワーク解析技術や疾患など生物現象を制御
する化合物探索技術、膜タンパク質構造解析
技術、疾患モデル細胞の構築技術など創薬
効率化のための技術基盤を確立し、創薬ター
ゲット候補となる新規の重要なタンパク質相
互作用情報等の情報を蓄積する【経済産業
省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

11704

○２０１０年までに、産業上有用と考えられる
タンパク質やその複合体を特異的に認識する
抗体を創製するための基盤技術及び製造コ
スト低減に向けた抗体の分離・精製等を高効
率に行う技術を確立する【経済産業省】

新機能抗体
創製技術開
発

臨床研究・
臨床への
橋渡し研
究

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 1190 1190 1,000

抗体作成の基礎技術としてﾊﾞｷｭﾛ
ｳｨﾙｽを用いた抗原の発現系を開
発。これまでに200超の抗原を取得
し、20以上の有用抗体を得ている。
分離精製技術ではこれまでの3倍
の60％以上の回収率を達成。

900 430

　開発したバキュロウイルス(BV)発現系を改良し、新たに
GPCRや細胞接着・修飾に関与する膜タンパク質等の抗原の
発現に成功した。これらを用いることにより、従来法では作製
困難な抗体を取得することが可能となった。うち１種類につい
ては、FabフラグメントとGPCRとの共結晶化に成功し、高解像
度のＸ線構造決定に高く寄与した。また、ファージ抗体では、
新たに8種類の癌特異的抗原同定に成功した。
　分離精製技術では、プロテインGタイプリガンドの網羅的1ア
ミノ酸置換変異体タンパク質ライブラリーの作製、Ｎ末端１箇
所でのリガンド配向制御固定、平型アレイ用評価装置の実用
レベル化、大型チューブ状モノリス作製法の開発等を行った

研究開発の継続的実施

　　BV発現抗原を用いて抗体を作製する方法
では、参加企業により治験段階へ進む抗体
が出てきており国際的にも好位置の技術開
発ができている。さらに小分子化してイメージ
ング抗体とする方法については、児玉ＰＬらが
最先端研究開発支援プログラムに採択され
た等評価が得られており、このプロジェクトで
開発した基盤技術としての意義は大きいと考
える。また、ファージ抗体においては、複数の
新手法の開発により、世界の他のグループで
実現できなかった癌抗原特異的抗体を取得し
つつある。
　分離精製技術では、世界最高性能の技術と
対抗できる性能のカラムが開発されてきてお
り、ともに大きい意義が期待できる。

11706

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病等の予防・早期
診断・先端的な治療技術や、難病の早期診
断・先端的治療技術を可能にする【文部科学
省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。
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始期 終期

11706

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病等の予防・早期
診断・先端的な治療技術や、難病の早期診
断・先端的治療技術を可能にする【文部科学
省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省】

後天的ゲノ
ム修飾のメ
カニズムを
活用した創
薬基盤技術
開発

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

H22 H26 - - - - - - 320 - - - ２２年度新規

11807

○２０１０年までに、タンパク質相互作用・ネッ
トワーク解析技術や疾患など生物現象を制御
する化合物探索技術、膜タンパク質構造解析
技術、疾患モデル細胞の構築技術など創薬
効率化のための技術基盤を確立し、創薬ター
ゲット候補となる新規の重要なタンパク質相
互作用情報等の情報を蓄積する【経済産業
省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

11808

○２０１０年までに、産業上有用と考えられる
タンパク質やその複合体を特異的に認識する
抗体を創製するための基盤技術及び製造コ
スト低減に向けた抗体の分離・精製等を高効
率に行う技術を確立する【経済産業省】

新機能抗体
創製技術開
発

臨床研究・
臨床への
橋渡し研
究

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 1190 1190 1,000

抗体作成の基礎技術としてﾊﾞｷｭﾛ
ｳｨﾙｽを用いた抗原の発現系を開
発。これまでに200超の抗原を取得
し、20以上の有用抗体を得ている。
分離精製技術ではこれまでの3倍
の60％以上の回収率を達成。

900 430

　開発したバキュロウイルス(BV)発現系を改良し、新たに
GPCRや細胞接着・修飾に関与する膜タンパク質等の抗原の
発現に成功した。これらを用いることにより、従来法では作製
困難な抗体を取得することが可能となった。うち１種類につい
ては、FabフラグメントとGPCRとの共結晶化に成功し、高解像
度のＸ線構造決定に高く寄与した。また、ファージ抗体では、
新たに8種類の癌特異的抗原同定に成功した。
　分離精製技術では、プロテインGタイプリガンドの網羅的1ア
ミノ酸置換変異体タンパク質ライブラリーの作製、Ｎ末端１箇
所でのリガンド配向制御固定、平型アレイ用評価装置の実用
レベル化、大型チューブ状モノリス作製法の開発等を行った

研究開発の継続的実施

　　BV発現抗原を用いて抗体を作製する方法
では、参加企業により治験段階へ進む抗体
が出てきており国際的にも好位置の技術開
発ができている。さらに小分子化してイメージ
ング抗体とする方法については、児玉ＰＬらが
最先端研究開発支援プログラムに採択され
た等評価が得られており、このプロジェクトで
開発した基盤技術としての意義は大きいと考
える。また、ファージ抗体においては、複数の
新手法の開発により、世界の他のグループで
実現できなかった癌抗原特異的抗体を取得し
つつある。
　分離精製技術では、世界最高性能の技術と
対抗できる性能のカラムが開発されてきてお
り、ともに大きい意義が期待できる。

11809

○２０１０年までに、腫瘍（特に早期がん、難
治性がん等）、腎疾患、循環器系疾患等の病
態変化の早期発見と悪性度の診断をより早
期に行うため、細胞の機能変化を高感度、高
精度、高速に検出・診断できる分子イメージン
グ機器を開発する【文部科学省、経済産業
省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1030 1200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。

11812

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化、より有用な薬剤
候補物質の絞込みの精度の向上等の創薬プ
ロセスの高度化を実現し、個人の特性を踏ま
えた、生活習慣病や難病の予防・早期診断・
先端医療技術を実現する【文部科学省、厚生
労働省、経済産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

11813

◇２０１５年頃までに、画像診断機器の高度
化等による検査の高速化や、生体機能・代謝
の可視化による疾患の早期発見技術を実用
化する【文部科学省、厚生労働省、経済産業
省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1030 1200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

11813

◇２０１５年頃までに、画像診断機器の高度
化等による検査の高速化や、生体機能・代謝
の可視化による疾患の早期発見技術を実用
化する【文部科学省、厚生労働省、経済産業
省】

後天的ゲノ
ム修飾のメ
カニズムを
活用した創
薬基盤技術
開発

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

22 26 - - - - - - 320 - - - ２２年度新規

11813

◇２０１５年頃までに、画像診断機器の高度
化等による検査の高速化や、生体機能・代謝
の可視化による疾患の早期発見技術を実用
化する【文部科学省、厚生労働省、経済産業
省】

幹細胞産業
応用促進基
盤技術開発

臨床研究・
臨床への
橋渡し研
究

経済産業省
生物化学
産業課

20 25 - - 1,000 1,000 900

　新しいiPS細胞の誘導法を探索し、新規の４誘導遺伝子およ
び誘導を促進する新規化合物を発見した。また、新しいウイ
ルスベクターを使用した誘導法を開発した。
　iPS細胞の標準化に向け、由来の違う100種以上のiPS細胞
を作製し、遺伝子発現解析等で親株とiPS細胞間やiPS細胞間
の違いを測定した。
　産業応用に向け、自動培養装置、凍結保存システムの開発
を行った。また、ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いて、チップ上
で伝達速度や薬剤への応答特性を計測する、心毒性スクリー
ニングシステムの開発を行った。
　ヒトＥＳ細胞を用いて、神経系細胞、心筋細胞、肝細胞への
分化誘導技術の開発を行い、モデル細胞構築の基礎を築い
た。

研究開発の継続的実施

　iPS細胞研究は世界で急速に進んでいる
が、再生医療等への応用において、癌化と品
質の安定性、均一性が大きな問題になってい
る。プロジェクトで開発しているiPS細胞誘導
法は、ウイルスが核内に取り込まれず癌化の
危険が少ない。さらに、従来法と異なり複数
遺伝子を一つのベクターに乗せることが出来
るため、品質的に安定で均一性の高いiPS細
胞の作製が出来る現在で唯一の誘導法とい
える。また、iPS細胞を利用した初めての心筋
毒性スクリーニングシステムは、創薬におけ
る毒性試験の簡便化、低コスト化に貢献でき
る。
　ヒトＥＳ細胞の分化誘導技術に関しては、特
許の取得での権利化を行い、事業化へ向け
た準備が整った。

12104

○２０１０年までに、皮膚や骨等の組織の再
生を可能にする再生医療技術、患者自身の
細胞の採取・培養から組織形成・治療までの
評価プロセス及び評価基準の確立や再生医
療の臨床応用を可能とするための三次元化・
多層化・組織化技術を確立する【文部科学
省、経済産業省】

再生医療の
実現化プロ
ジェクト（再
掲）

 臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 650 830 747

間葉系幹細胞の厚みならびに細胞
面積を測定する装置の開発におい
て、細胞厚みを３μmの精度で計測
する試作機の製作、及び、角膜の
再生医療プロセスの計測・評価技
術についての標準報告書原案の取
りまとめ等を行った。また、厚さ1mm
のバイオ心筋を作製し、移植時に
酸素、栄養を供給できる血管網を
バイオ心筋に付与した。また、運動
器（顔面の骨を想定した非荷重部
の骨や顎関節のような小関節）で
構造体積が300ml(10cm×10cm×
3cm)、体表臓器（四肢体幹体表部）
で厚さ3mm以上、含有組織は従来
の単一組織から２種類の複合組織
含有化を達成した。

747 －

間葉系幹細胞について、エバネセント光による表面マーカー
観察装置（試作機）、細胞厚みから増殖活性を評価する装置
（試作機）、レーザー干渉法を応用して細胞の高さ・屈折率を
評価する透過型位相シフト干渉顕微鏡（試作機）及び骨基質
への形成能を計測する評価装置（試作機）を開発し、バイオ
ジャパン2009にて展示発表した。また、間葉系幹細胞、軟骨
の再生医療プロセスの計測・評価技術についての標準報告
書原案の取りまとめを、角膜についてはJIS/TRに提案登録を
完了した。
細胞シートと大網組織を組み合わせることにより、厚さ5mm以
上で組織体を作製することが可能になった。
また、三次元複合臓器を動物に移植して検証した。

間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び角膜に関しては、今後、実
用化レベルでの評価基準を確立し、国際標準化を含めた標準化
活動が重要である。このうち、間葉系幹細胞、軟骨については
JIS/TR及びISO提案を行う。
また、三次元複合臓器構造体について、国の定めた基準（ＧＬ
Ｐ：優良試験所基準）に準拠した施設にて安全性と有効性の評
価試験を行う。

臨床研究が開始され早期の実用化が期待さ
れている間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び
角膜に関しては、実用化レベルでの評価基準
による我が国発の国際標準化活動を推進し、
先導的立場を確立していくことが重要である。

12105

◇２０１５年頃までに、心筋や血管等の再生を
可能にする再生医療技術を確立し、２０２５年
頃までに、肝臓等の臓器の機能の再生を可
能にする【文部科学省、経済産業省】

再生医療の
実現化プロ
ジェクト（再
掲）

 臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 650 830 747

間葉系幹細胞の厚みならびに細胞
面積を測定する装置の開発におい
て、細胞厚みを３μmの精度で計測
する試作機の製作、及び、角膜の
再生医療プロセスの計測・評価技
術についての標準報告書原案の取
りまとめ等を行った。また、厚さ1mm
のバイオ心筋を作製し、移植時に
酸素、栄養を供給できる血管網を
バイオ心筋に付与した。また、運動
器（顔面の骨を想定した非荷重部
の骨や顎関節のような小関節）で
構造体積が300ml(10cm×10cm×
3cm)、体表臓器（四肢体幹体表部）
で厚さ3mm以上、含有組織は従来
の単一組織から２種類の複合組織
含有化を達成した。

747 －

間葉系幹細胞について、エバネセント光による表面マーカー
観察装置（試作機）、細胞厚みから増殖活性を評価する装置
（試作機）、レーザー干渉法を応用して細胞の高さ・屈折率を
評価する透過型位相シフト干渉顕微鏡（試作機）及び骨基質
への形成能を計測する評価装置（試作機）を開発し、バイオ
ジャパン2009にて展示発表した。また、間葉系幹細胞、軟骨
の再生医療プロセスの計測・評価技術についての標準報告
書原案の取りまとめを、角膜についてはJIS/TRに提案登録を
完了した。
細胞シートと大網組織を組み合わせることにより、厚さ5mm以
上で組織体を作製することが可能になった。
また、三次元複合臓器を動物に移植して検証した。

間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び角膜に関しては、今後、実
用化レベルでの評価基準を確立し、国際標準化を含めた標準化
活動が重要である。このうち、間葉系幹細胞、軟骨については
JIS/TR及びISO提案を行う。
また、三次元複合臓器構造体について、国の定めた基準（ＧＬ
Ｐ：優良試験所基準）に準拠した施設にて安全性と有効性の評
価試験を行う。

臨床研究が開始され早期の実用化が期待さ
れている間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び
角膜に関しては、実用化レベルでの評価基準
による我が国発の国際標準化活動を推進し、
先導的立場を確立していくことが重要である。

12305

○２０１０年までに、腫瘍の発見と悪性度の診
断をより早期に行うため、細胞の機能変化を
高感度、高精度、高速に検出・診断できる分
子イメージング機器を開発する【文部科学
省、経済産業省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1030 1200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

12306

◇２０１５年頃までに、画像診断機器の高度
化等による検査の高速化や、生体機能・代謝
の可視化による疾患の早期発見技術を確立
する【文部科学省、厚生労働省、経済産業
省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1,030 1,200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。

12307

◇２０２０年頃までに、ナノバイオテクノロジー
との融合を加速し、重要疾患（がん、循環器
疾患、糖尿病、認知症等）の超早期診断・治
療技術を実用化する【経済産業省】

個別化医療
の実現のた
めの技術融
合バイオ診
断技術開発

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 650 400 340

日本人BACﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ11万ｸﾛｰﾝを解
析(公的ライブラリとして公開）。高
精度全ｹﾞﾉﾑｱﾚｲ(3万ｽﾎﾟｯﾄ)の実用
性に目途。

340 225

　バクテリア人工染色体（BAC）を用いたCGH解析技術を開発
し、高感度・精度かつ迅速、安価な解析システムを開発し、疾
患と染色体異常の関係について臨床サンプルで検証を行うこ
とを目的に、BACライブラリー、アレイの作成、自動CGH解析
装置、等の技術開発を進めてきた。
日本人BACライブラリｰ11万クローンを解析、高精度全ゲノム
アレイ(1.7万種)のアレイを試作した。
従来自動化が困難なCGH解析を自動化し、迅速且つ高精度
な先天異常症の診断の受託解析事業、解析チップの販売を
世界に先駆けて開始した。また、腎癌、大腸癌等の7種類の
癌について、各癌に特徴的な異常を検出するBACプローブに
より、癌悪性度、転移性、等の診断チップとして実用化を進め
ている。

研究開発の継続的実施

　世界で唯一の日本人BACライブラリーを作
成し、ゲノム全体をカバーするクローンを選別
し、高密度アレイ作成を開始した。また、この
リソースを日本人ゲノムシークエンス用に提
供し、世界で進捗しているパーソナルゲノム
解析への貢献を行っている。
世界で初めて先天性異常症を検出するCGH
用BACアレイ、自動検出装置を開発し、従来
の手技に依存する分染法に代わり、迅速、高
精度な解析を可能とした。腎癌、大腸癌等の
癌について、各癌に特徴的な染色体異常に
関する世界で有数のデータベースを構築し、
公開している（随時アップデート）。また、日本
人固有のゲノムコピー数多型に関するデータ
ベースを構築中であり、公開予定である。

12402

○２０１０年までに、超高速・高感度にタンパク
質の相互作用を解析する技術や疾患を制御
する化合物の探索・評価技術を開発する【経
済産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650
の内数

4360
の内数

3686
の内数

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。

2800
の内数

1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

12403

◇２０１５年頃までに、低量で無害、より広範
囲な化合物群を作成し、化合物の標識方法
や動態解析法の開発など分子イメージング技
術等を利用し、創薬の高度化を図り、より有
用な薬剤候補物質の絞込みの精度の向上、
個人の特性を踏まえた、生活習慣病や難病
の予防・早期診断技術・治療先端医療技術を
実現する【文部科学省、経済産業省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1030 1200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。

12502

○２０１０年までに、タンパク質の構造・機能
情報を効率的・効果的に取得することを実現
する、現在の技術水準では解明が極めて困
難な難解析タンパク質を生産、解析、制御す
る技術の向上や相互作用技術を確立する【文
部科学省、経済産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析基盤
技術開発と
統合しゲノム
創薬加速化
支援バイオ
基盤技術開
発に】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650
の内数

4360
の内数

3686
の内数

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。

2800
の内数

1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。
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12503
○２０１０年までに、臨床現場で活用できるレ
ベルでの遺伝情報等から疾患を早期に診断
する機器を開発する【経済産業省】

個別化医療
の実現のた
めの技術融
合バイオ診
断技術開発

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 650 400 340

日本人BACﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ11万ｸﾛｰﾝを解
析(公的ライブラリとして公開）。高
精度全ｹﾞﾉﾑｱﾚｲ(3万ｽﾎﾟｯﾄ)の実用
性に目途。

340 225

　バクテリア人工染色体（BAC）を用いたCGH解析技術を開発
し、高感度・精度かつ迅速、安価な解析システムを開発し、疾
患と染色体異常の関係について臨床サンプルで検証を行うこ
とを目的に、BACライブラリー、アレイの作成、自動CGH解析
装置、等の技術開発を進めてきた。
日本人BACライブラリｰ11万クローンを解析、高精度全ゲノム
アレイ(1.7万種)のアレイを試作した。
従来自動化が困難なCGH解析を自動化し、迅速且つ高精度
な先天異常症の診断の受託解析事業、解析チップの販売を
世界に先駆けて開始した。また、腎癌、大腸癌等の7種類の
癌について、各癌に特徴的な異常を検出するBACプローブに
より、癌悪性度、転移性、等の診断チップとして実用化を進め
ている。

研究開発の継続的実施

　世界で唯一の日本人BACライブラリーを作
成し、ゲノム全体をカバーするクローンを選別
し、高密度アレイ作成を開始した。また、この
リソースを日本人ゲノムシークエンス用に提
供し、世界で進捗しているパーソナルゲノム
解析への貢献を行っている。
世界で初めて先天性異常症を検出するCGH
用BACアレイ、自動検出装置を開発し、従来
の手技に依存する分染法に代わり、迅速、高
精度な解析を可能とした。腎癌、大腸癌等の
癌について、各癌に特徴的な染色体異常に
関する世界で有数のデータベースを構築し、
公開している（随時アップデート）。また、日本
人固有のゲノムコピー数多型に関するデータ
ベースを構築中であり、公開予定である。

12505

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病や難病の予防・
早期診断・先端医療技術を実現する【経済産
業省】

個別化医療
の実現のた
めの技術融
合バイオ診
断技術開発

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 650 400 340

日本人BACﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ11万ｸﾛｰﾝを解
析(公的ライブラリとして公開）。高
精度全ｹﾞﾉﾑｱﾚｲ(3万ｽﾎﾟｯﾄ)の実用
性に目途。

340 225

　バクテリア人工染色体（BAC）を用いたCGH解析技術を開発
し、高感度・精度かつ迅速、安価な解析システムを開発し、疾
患と染色体異常の関係について臨床サンプルで検証を行うこ
とを目的に、BACライブラリー、アレイの作成、自動CGH解析
装置、等の技術開発を進めてきた。
日本人BACライブラリｰ11万クローンを解析、高精度全ゲノム
アレイ(1.7万種)のアレイを試作した。
従来自動化が困難なCGH解析を自動化し、迅速且つ高精度
な先天異常症の診断の受託解析事業、解析チップの販売を
世界に先駆けて開始した。また、腎癌、大腸癌等の7種類の
癌について、各癌に特徴的な異常を検出するBACプローブに
より、癌悪性度、転移性、等の診断チップとして実用化を進め
ている。

研究開発の継続的実施

　世界で唯一の日本人BACライブラリーを作
成し、ゲノム全体をカバーするクローンを選別
し、高密度アレイ作成を開始した。また、この
リソースを日本人ゲノムシークエンス用に提
供し、世界で進捗しているパーソナルゲノム
解析への貢献を行っている。
世界で初めて先天性異常症を検出するCGH
用BACアレイ、自動検出装置を開発し、従来
の手技に依存する分染法に代わり、迅速、高
精度な解析を可能とした。腎癌、大腸癌等の
癌について、各癌に特徴的な染色体異常に
関する世界で有数のデータベースを構築し、
公開している（随時アップデート）。また、日本
人固有のゲノムコピー数多型に関するデータ
ベースを構築中であり、公開予定である。

12505

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化等による創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病や難病の予防・
早期診断・先端医療技術を実現する【経済産
業省】

後天的ゲノ
ム修飾のメ
カニズムを
活用した創
薬基盤技術
開発

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

22 26 - - - - - - 320 - - - ２２年度新規

12607

○２０１０年までに、ＩＴやナノテクノロジーを活
用した、臨床現場で活用できるレベルでの予
防・診断に資する機器等を開発する【経済産
業省】

個別化医療
の実現のた
めの技術融
合バイオ診
断技術開発

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 650 400 340

日本人BACﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ11万ｸﾛｰﾝを解
析(公的ライブラリとして公開）。高
精度全ｹﾞﾉﾑｱﾚｲ(3万ｽﾎﾟｯﾄ)の実用
性に目途。

340 225

　バクテリア人工染色体（BAC）を用いたCGH解析技術を開発
し、高感度・精度かつ迅速、安価な解析システムを開発し、疾
患と染色体異常の関係について臨床サンプルで検証を行うこ
とを目的に、BACライブラリー、アレイの作成、自動CGH解析
装置、等の技術開発を進めてきた。
日本人BACライブラリｰ11万クローンを解析、高精度全ゲノム
アレイ(1.7万種)のアレイを試作した。
従来自動化が困難なCGH解析を自動化し、迅速且つ高精度
な先天異常症の診断の受託解析事業、解析チップの販売を
世界に先駆けて開始した。また、腎癌、大腸癌等の7種類の
癌について、各癌に特徴的な異常を検出するBACプローブに
より、癌悪性度、転移性、等の診断チップとして実用化を進め
ている。

研究開発の継続的実施

　世界で唯一の日本人BACライブラリーを作
成し、ゲノム全体をカバーするクローンを選別
し、高密度アレイ作成を開始した。また、この
リソースを日本人ゲノムシークエンス用に提
供し、世界で進捗しているパーソナルゲノム
解析への貢献を行っている。
世界で初めて先天性異常症を検出するCGH
用BACアレイ、自動検出装置を開発し、従来
の手技に依存する分染法に代わり、迅速、高
精度な解析を可能とした。腎癌、大腸癌等の
癌について、各癌に特徴的な染色体異常に
関する世界で有数のデータベースを構築し、
公開している（随時アップデート）。また、日本
人固有のゲノムコピー数多型に関するデータ
ベースを構築中であり、公開予定である。

12608

○２０１０年までに、患者の生体情報や画像
診断情報等を高効率で処理し、医療従事者
の負担を軽減してより正確な治療を支援する
インテリジェント手術システムを開発する【経
済産業省】

インテリジェ
ント手術機
器研究開発
プロジェクト

標的治療
などの革
新的がん
医療技術

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

19 23 ー 700 800

力触覚その他のセンサを備えた内
視鏡を使い、術中にリアルタイムで
得た生体情報、画像診断情報を駆
使する情報統合型の精密手術を実
現するため、平成20年度末までに、
鉗子開閉力など精密な力覚呈示を
必要とする用途などの分類い従っ
て高精度な力覚呈示を行う脳外、
胸部、消化器外科向けのロボティッ
ク内視鏡システムの操作部、機構
部分の一次試作を完了した。これら
の動作検証を動物実験を含めて実
施した。また脳腫瘍、がんが転移し
た可能性のあるリンパ節を高感度
に検出するための技術について動
物実験あるいは腫瘍細胞を使った
実験で検証して実用化の目処を得
た。またロボティック内視鏡の動作
状況、センサ情報、手術室内のス
タッフ行動情報などを記録、解釈、
表示することで情報の一元管理と
活用を目指す手術ヘッドクオータ技
術の要素技術を開発して、動作検
証を行った。

600 1,220の内数

リアルタイムセンシング開発では、先端部直径10mm の硬性
内視鏡に装備可能なFBG（Fiber Bragg Grating）方式による
多点計測ができる力センサ、内視鏡手術機器に搭載可能な
世界最小最軽量の直径9mm で32ch 心電用多点電極アレ
イ、超音波造影剤ソナゾイド®を用いて２時間以上リンパ節に
留まるセンチネルリンパ節同定用超音波造影剤などを開発し
た。
情報処理技術開発では、術前断層画像情報と内視鏡位置情
報と2mm（統計的信頼区間5％）以下の誤差で統合できるを統
合したナビゲーションシステムを開発した。
マニピュレーション技術開発では、先端マニピュレータを高精
度に術野へ定位する位置決め装置、直径6mm かつ３自由度
を有するマスタースレーブ型ロボット鉗子、直径15mm の半硬
性内視鏡に埋入可能なな収束超音波プローブなどを開発し
た。
トレーニング技術開発では、トレーニングコース内容検討を行
い、VRシミュレータ、臓器モデルなど開発した。
以上により、本事業における、平成２１年度末の中間目標は
全て達成した。

事業終了前後から臨床研究への円滑な適用を図るために、医
療機器ガイドライン「ナビゲーション医療分野共通部分」(平成20
年6月経済産業省公表)に準拠するリスクマネジメント手順および
電気安全試験、滅菌洗浄試験手順で試作品の試験を実施し、適
合性の評価を行う。

現在、商用の手術支援システムとしては、米
国Intuitive Surgical 社の「ダビンチシステム」
が独占状態である。しかしながら、「ダビンチ
システム」の治療対象は内視鏡的前立腺が
ん摘出術（年間７万件）に限定されている。
一方、本事業におけるインテリジェント手術シ
ステム(診断・治療一体型の内視鏡下手術支
援機器）で治療対象としているのは、悪性脳
腫瘍摘出術（国内年間総患者数：約４５００
人）、虚血性心疾患のうちステントの適用にな
らないバイパス手術（国内年間症例件数：２
万件）、肺がん、消化器がん摘出術（国内年
間総患者数約２０万件）で、国内だけでもダビ
ンチシステムの米国での前立腺がんの適用
件数に匹敵する規模となり、医療機器産業の
振興につながり、十分大きな市場創出効果が
期待できる。

がん超早期診断・
治療機器総合研
究開発プロジェク
トに統合



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

12609

○２０１０年までに、病院内に設置可能な大き
さで、正常組織の損傷を最小限に抑え、がん
細胞を選択的に消滅させることのできる次世
代ＤＤＳ型治療システムを開発する【経済産
業省】

次世代ＤＤＳ
型悪性腫瘍
治療システ
ムの研究開
発事業

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1010 1060 460

病院内に設置可能なホウ素中性子
捕捉療法を実現するため、従来より
小型の中性子源用ＦＦＡＧ加速器を
開発すると共に、腫瘍集積性の高
いホウ素含有型ＤＤＳの基盤技術
を開発した。また、次世代ＤＤＳ型
治療システムを実現するため、ＤＤ
Ｓと光ファイバー技術を融合した光
線力学治療システム及び相変化ナ
ノ液滴を用いる超音波診断・治療統
合システムの開発において、要素
技術の確立、機器装置の仕様検
討、小動物を用いた有効性等の評
価において、一定の成果を得た。

430 －

中間評価の結果に伴い、光線力学療法での免疫治療を中止
などの研究内容を整理した。次世代ＤＤＳ型治療システムを実
現するため、ＤＤＳと光ファイバー技術を融合した光線力学治
療システムの開発を実施した。また、相変化ナノ液滴を用いる
超音波診断・治療統合システムの開発を実施した。

開発した薬剤の中には、実用化に近いものもあり、プロジェクト
に関してはほぼ目標を達成している。今後装置・薬品共に製品
化に関連して、標準化に取り組むことで国際競争力の強化につ
なげていく。

本プロジェクトの技術は国際的に見ても先端
医療であり、国内外において今後、装置およ
び薬剤の製品化を進め、海外へも進出できる
可能性がある。

12610

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化、より有用な薬剤
候補物質の絞込みの精度の向上などの創薬
プロセスの高度化を実現するとともに、個人
の特性を踏まえた、生活習慣病や難病の予
防・早期診断・先端医療技術を実現する【文
部科学省、経済産業省】

個別化医療
の実現のた
めの技術融
合バイオ診
断技術開発

経済産業省
生物化学
産業課

18 22 650 400 340

日本人BACﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ11万ｸﾛｰﾝを解
析(公的ライブラリとして公開）。高
精度全ｹﾞﾉﾑｱﾚｲ(3万ｽﾎﾟｯﾄ)の実用
性に目途。

340 225

　バクテリア人工染色体（BAC）を用いたCGH解析技術を開発
し、高感度・精度かつ迅速、安価な解析システムを開発し、疾
患と染色体異常の関係について臨床サンプルで検証を行うこ
とを目的に、BACライブラリー、アレイの作成、自動CGH解析
装置、等の技術開発を進めてきた。
日本人BACライブラリｰ11万クローンを解析、高精度全ゲノム
アレイ(1.7万種)のアレイを試作した。
従来自動化が困難なCGH解析を自動化し、迅速且つ高精度
な先天異常症の診断の受託解析事業、解析チップの販売を
世界に先駆けて開始した。また、腎癌、大腸癌等の7種類の
癌について、各癌に特徴的な異常を検出するBACプローブに
より、癌悪性度、転移性、等の診断チップとして実用化を進め
ている。

研究開発の継続的実施

　世界で唯一の日本人BACライブラリーを作
成し、ゲノム全体をカバーするクローンを選別
し、高密度アレイ作成を開始した。また、この
リソースを日本人ゲノムシークエンス用に提
供し、世界で進捗しているパーソナルゲノム
解析への貢献を行っている。
世界で初めて先天性異常症を検出するCGH
用BACアレイ、自動検出装置を開発し、従来
の手技に依存する分染法に代わり、迅速、高
精度な解析を可能とした。腎癌、大腸癌等の
癌について、各癌に特徴的な染色体異常に
関する世界で有数のデータベースを構築し、
公開している（随時アップデート）。また、日本
人固有のゲノムコピー数多型に関するデータ
ベースを構築中であり、公開予定である。

12610

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化、より有用な薬剤
候補物質の絞込みの精度の向上などの創薬
プロセスの高度化を実現するとともに、個人
の特性を踏まえた、生活習慣病や難病の予
防・早期診断・先端医療技術を実現する【文
部科学省、経済産業省】

後天的ゲノ
ム修飾のメ
カニズムを
活用した創
薬基盤技術
開発

・生命プロ
グラム再現
科学技術
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

H22 H26 - - - - - - 320 - - - ２２年度新規

12610

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化、より有用な薬剤
候補物質の絞込みの精度の向上などの創薬
プロセスの高度化を実現するとともに、個人
の特性を踏まえた、生活習慣病や難病の予
防・早期診断・先端医療技術を実現する【文
部科学省、経済産業省】

幹細胞産業
応用促進基
盤技術開発

臨床研究・
臨床への
橋渡し研
究

経済産業省
生物化学
産業課

H20 H25 - - 1,000 1,000 900

　新しいiPS細胞の誘導法を探索し、新規の４誘導遺伝子およ
び誘導を促進する新規化合物を発見した。また、新しいウイ
ルスベクターを使用した誘導法を開発した。
　iPS細胞の標準化に向け、由来の違う100種以上のiPS細胞
を作製し、遺伝子発現解析等で親株とiPS細胞間やiPS細胞間
の違いを測定した。
　産業応用に向け、自動培養装置、凍結保存システムの開発
を行った。また、ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いて、チップ上
で伝達速度や薬剤への応答特性を計測する、心毒性スクリー
ニングシステムの開発を行った。
　ヒトＥＳ細胞を用いて、神経系細胞、心筋細胞、肝細胞への
分化誘導技術の開発を行い、モデル細胞構築の基礎を築い
た。

研究開発の継続的実施

　iPS細胞研究は世界で急速に進んでいる
が、再生医療等への応用において、癌化と品
質の安定性、均一性が大きな問題になってい
る。プロジェクトで開発しているiPS細胞誘導
法は、ウイルスが核内に取り込まれず癌化の
危険が少ない。さらに、従来法と異なり複数
遺伝子を一つのベクターに乗せることが出来
るため、品質的に安定で均一性の高いiPS細
胞の作製が出来る現在で唯一の誘導法とい
える。また、iPS細胞を利用した初めての心筋
毒性スクリーニングシステムは、創薬におけ
る毒性試験の簡便化、低コスト化に貢献でき
る。
　ヒトＥＳ細胞の分化誘導技術に関しては、特
許の取得での権利化を行い、事業化へ向け
た準備が整った。

12612

◇２０１５年頃までに、術前における手術計画
や術中の画像誘導(*)などにより、精密な手
術を実現し、２０２５年頃までに、診断治療情
報の統合等による低侵襲で早期復帰が可能
な治療を実現する【経済産業省】(*)画像誘
導：手術にＭＲＩ､ＣＴ､超音波画像などを用い
ること。

インテリジェ
ント手術機
器研究開発
プロジェクト

標的治療
などの革
新的がん
医療技術

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

19 23 ー 700 800

力触覚その他のセンサを備えた内
視鏡を使い、術中にリアルタイムで
得た生体情報、画像診断情報を駆
使する情報統合型の精密手術を実
現するため、平成20年度末までに、
鉗子開閉力など精密な力覚呈示を
必要とする用途などの分類い従っ
て高精度な力覚呈示を行う脳外、
胸部、消化器外科向けのロボティッ
ク内視鏡システムの操作部、機構
部分の一次試作を完了した。これら
の動作検証を動物実験を含めて実
施した。また脳腫瘍、がんが転移し
た可能性のあるリンパ節を高感度
に検出するための技術について動
物実験あるいは腫瘍細胞を使った
実験で検証して実用化の目処を得
た。またロボティック内視鏡の動作
状況、センサ情報、手術室内のス
タッフ行動情報などを記録、解釈、
表示することで情報の一元管理と
活用を目指す手術ヘッドクオータ技
術の要素技術を開発して、動作検
証を行った。

600 1,220の内数

リアルタイムセンシング開発では、先端部直径10mm の硬性
内視鏡に装備可能なFBG（Fiber Bragg Grating）方式による
多点計測ができる力センサ、内視鏡手術機器に搭載可能な
世界最小最軽量の直径9mm で32ch 心電用多点電極アレ
イ、超音波造影剤ソナゾイド®を用いて２時間以上リンパ節に
留まるセンチネルリンパ節同定用超音波造影剤などを開発し
た。
情報処理技術開発では、術前断層画像情報と内視鏡位置情
報と2mm（統計的信頼区間5％）以下の誤差で統合できるを統
合したナビゲーションシステムを開発した。
マニピュレーション技術開発では、先端マニピュレータを高精
度に術野へ定位する位置決め装置、直径6mm かつ３自由度
を有するマスタースレーブ型ロボット鉗子、直径15mm の半硬
性内視鏡に埋入可能なな収束超音波プローブなどを開発し
た。
トレーニング技術開発では、トレーニングコース内容検討を行
い、VRシミュレータ、臓器モデルなど開発した。
以上により、本事業における、平成２１年度末の中間目標は
全て達成した。

事業終了前後から臨床研究への円滑な適用を図るために、医
療機器ガイドライン「ナビゲーション医療分野共通部分」(平成20
年6月経済産業省公表)に準拠するリスクマネジメント手順および
電気安全試験、滅菌洗浄試験手順で試作品の試験を実施し、適
合性の評価を行う。

現在、商用の手術支援システムとしては、米
国Intuitive Surgical 社の「ダビンチシステム」
が独占状態である。しかしながら、「ダビンチ
システム」の治療対象は内視鏡的前立腺が
ん摘出術（年間７万件）に限定されている。
一方、本事業におけるインテリジェント手術シ
ステム(診断・治療一体型の内視鏡下手術支
援機器）で治療対象としているのは、悪性脳
腫瘍摘出術（国内年間総患者数：約４５００
人）、虚血性心疾患のうちステントの適用にな
らないバイパス手術（国内年間症例件数：２
万件）、肺がん、消化器がん摘出術（国内年
間総患者数約２０万件）で、国内だけでもダビ
ンチシステムの米国での前立腺がんの適用
件数に匹敵する規模となり、医療機器産業の
振興につながり、十分大きな市場創出効果が
期待できる。

がん超早期診断・
治療機器総合研
究開発プロジェク
トに統合



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

12704

○２０１０年までに、腫瘍の発見と悪性度の診
断をより早期に行うため、細胞の機能変化を
高感度、高精度、高速に検出・診断できる分
子イメージング機器など、臨床現場で活用で
きるレベルでのバイオ診断機器を開発する
【文部科学省、経済産業省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1030 1200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。

12705
○２０１０年までに、患者の生体情報や医療
従事者の動作情報等を高効率で記録、管
理、表示する技術を開発する【経済産業省】

インテリジェ
ント手術機
器研究開発
プロジェクト

標的治療
などの革
新的がん
医療技術

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

19 23 ー 700 800

力触覚その他のセンサを備えた内
視鏡を使い、術中にリアルタイムで
得た生体情報、画像診断情報を駆
使する情報統合型の精密手術を実
現するため、平成20年度末までに、
鉗子開閉力など精密な力覚呈示を
必要とする用途などの分類い従っ
て高精度な力覚呈示を行う脳外、
胸部、消化器外科向けのロボティッ
ク内視鏡システムの操作部、機構
部分の一次試作を完了した。これら
の動作検証を動物実験を含めて実
施した。また脳腫瘍、がんが転移し
た可能性のあるリンパ節を高感度
に検出するための技術について動
物実験あるいは腫瘍細胞を使った
実験で検証して実用化の目処を得
た。またロボティック内視鏡の動作
状況、センサ情報、手術室内のス
タッフ行動情報などを記録、解釈、
表示することで情報の一元管理と
活用を目指す手術ヘッドクオータ技
術の要素技術を開発して、動作検
証を行った。

600 1,220の内数

リアルタイムセンシング開発では、先端部直径10mm の硬性
内視鏡に装備可能なFBG（Fiber Bragg Grating）方式による
多点計測ができる力センサ、内視鏡手術機器に搭載可能な
世界最小最軽量の直径9mm で32ch 心電用多点電極アレ
イ、超音波造影剤ソナゾイド®を用いて２時間以上リンパ節に
留まるセンチネルリンパ節同定用超音波造影剤などを開発し
た。
情報処理技術開発では、術前断層画像情報と内視鏡位置情
報と2mm（統計的信頼区間5％）以下の誤差で統合できるを統
合したナビゲーションシステムを開発した。
マニピュレーション技術開発では、先端マニピュレータを高精
度に術野へ定位する位置決め装置、直径6mm かつ３自由度
を有するマスタースレーブ型ロボット鉗子、直径15mm の半硬
性内視鏡に埋入可能なな収束超音波プローブなどを開発し
た。
トレーニング技術開発では、トレーニングコース内容検討を行
い、VRシミュレータ、臓器モデルなど開発した。
以上により、本事業における、平成２１年度末の中間目標は
全て達成した。

事業終了前後から臨床研究への円滑な適用を図るために、医
療機器ガイドライン「ナビゲーション医療分野共通部分」(平成20
年6月経済産業省公表)に準拠するリスクマネジメント手順および
電気安全試験、滅菌洗浄試験手順で試作品の試験を実施し、適
合性の評価を行う。

現在、商用の手術支援システムとしては、米
国Intuitive Surgical 社の「ダビンチシステム」
が独占状態である。しかしながら、「ダビンチ
システム」の治療対象は内視鏡的前立腺が
ん摘出術（年間７万件）に限定されている。
一方、本事業におけるインテリジェント手術シ
ステム(診断・治療一体型の内視鏡下手術支
援機器）で治療対象としているのは、悪性脳
腫瘍摘出術（国内年間総患者数：約４５００
人）、虚血性心疾患のうちステントの適用にな
らないバイパス手術（国内年間症例件数：２
万件）、肺がん、消化器がん摘出術（国内年
間総患者数約２０万件）で、国内だけでもダビ
ンチシステムの米国での前立腺がんの適用
件数に匹敵する規模となり、医療機器産業の
振興につながり、十分大きな市場創出効果が
期待できる。

がん超早期診断・
治療機器総合研
究開発プロジェク
トに統合

12706

○２０１０年までに、患者自身の細胞の採取・
培養から組織形成・治療までの評価プロセス
及び評価基準を確立し、再生医療の臨床応
用を可能とするための多層化・組織化技術を
開発する【経済産業省】

再生医療評
価研究開発
事業

 臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 650 830 747

間葉系幹細胞の厚みならびに細胞
面積を測定する装置の開発におい
て、細胞厚みを３μmの精度で計測
する試作機の製作、及び、角膜の
再生医療プロセスの計測・評価技
術についての標準報告書原案の取
りまとめ等を行った。また、厚さ1mm
のバイオ心筋を作製し、移植時に
酸素、栄養を供給できる血管網を
バイオ心筋に付与した。また、運動
器（顔面の骨を想定した非荷重部
の骨や顎関節のような小関節）で
構造体積が300ml(10cm×10cm×
3cm)、体表臓器（四肢体幹体表部）
で厚さ3mm以上、含有組織は従来
の単一組織から２種類の複合組織
含有化を達成した。

747 －

間葉系幹細胞について、エバネセント光による表面マーカー
観察装置（試作機）、細胞厚みから増殖活性を評価する装置
（試作機）、レーザー干渉法を応用して細胞の高さ・屈折率を
評価する透過型位相シフト干渉顕微鏡（試作機）及び骨基質
への形成能を計測する評価装置（試作機）を開発し、バイオ
ジャパン2009にて展示発表した。また、間葉系幹細胞、軟骨
の再生医療プロセスの計測・評価技術についての標準報告
書原案の取りまとめを、角膜についてはJIS/TRに提案登録を
完了した。
細胞シートと大網組織を組み合わせることにより、厚さ5mm以
上で組織体を作製することが可能になった。
また、三次元複合臓器を動物に移植して検証した。

間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び角膜に関しては、今後、実
用化レベルでの評価基準を確立し、国際標準化を含めた標準化
活動が重要である。このうち、間葉系幹細胞、軟骨については
JIS/TR及びISO提案を行う。
また、三次元複合臓器構造体について、国の定めた基準（ＧＬ
Ｐ：優良試験所基準）に準拠した施設にて安全性と有効性の評
価試験を行う。

臨床研究が開始され早期の実用化が期待さ
れている間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び
角膜に関しては、実用化レベルでの評価基準
による我が国発の国際標準化活動を推進し、
先導的立場を確立していくことが重要である。

12707

○２０１０年までに、病院内に設置可能な大き
さで、正常組織の損傷を最小限に抑え、がん
細胞を選択的に消滅させることのできる次世
代ＤＤＳ型治療システムを開発する【経済産
業省】

次世代ＤＤＳ
型悪性腫瘍
治療システ
ムの研究開
発事業

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1010 1060 460

病院内に設置可能なホウ素中性子
捕捉療法を実現するため、従来より
小型の中性子源用ＦＦＡＧ加速器を
開発すると共に、腫瘍集積性の高
いホウ素含有型ＤＤＳの基盤技術
を開発した。また、次世代ＤＤＳ型
治療システムを実現するため、ＤＤ
Ｓと光ファイバー技術を融合した光
線力学治療システム及び相変化ナ
ノ液滴を用いる超音波診断・治療統
合システムの開発において、要素
技術の確立、機器装置の仕様検
討、小動物を用いた有効性等の評
価において、一定の成果を得た。

430 －

中間評価の結果に伴い、光線力学療法での免疫治療を中止
などの研究内容を整理した。次世代ＤＤＳ型治療システムを実
現するため、ＤＤＳと光ファイバー技術を融合した光線力学治
療システムの開発を実施した。また、相変化ナノ液滴を用いる
超音波診断・治療統合システムの開発を実施した。

開発した薬剤の中には、実用化に近いものもあり、プロジェクト
に関してはほぼ目標を達成している。今後装置・薬品共に製品
化に関連して、標準化に取り組むことで国際競争力の強化につ
なげていく。

本プロジェクトの技術は国際的に見ても先端
医療であり、国内外において今後、装置およ
び薬剤の製品化を進め、海外へも進出できる
可能性がある。

12708

◇２０１５年頃までに、画像診断機器の高度
化等による検査の高速化、生体機能・代謝の
可視化による疾患の早期発見技術を実用化
する【文部科学省、経済産業省】

分子イメージ
ング機器研
究開発プロ
ジェクト

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 1030 1200 960

悪性腫瘍等の早期診断を実現する
ため、超高解像度のＤＯＩ検出器や
高分解能ＰＥＴ－ＣＴ／ＭＲＩシステ
ムの開発について、装置の試作、
評価、医学的評価等において一定
の成果を得ている。また、分子イ
メージングに有効な分子プローブの
開発も並行して着実に開発してい
るところ。また、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実
現するため、高精度眼底イメージン
グ機器の開発においては、生体組
織中で深さ方向分解能2μｍ、面内
分解能は空気中で3μｍを達成し
た。

834 －

悪性腫瘍等の早期診断を実現するため、超高解像度の4層
DOI検出器を搭載した近接撮像型PETプロトタイプを開発し、
空間分解能1mmを達成した。また、3T MRIの開発をおこな
い、撮像時間30分以内を達成した。分子イメージングに有効
な分子プローブの開発を実施した。さらに、生活習慣病による
血管病変等合併症の早期発見を実現するため、高精度眼底
イメージング機器の開発においては、医学評価を行った。

開発したマンモ用近接撮像型PET装置の臨床評価を引き続き行
う。また、分子プローブの開発においては、有効性・安全性等の
薬効評価を引き続き行う。さらに、高精度眼底イメージング機器
における高分解能化、高解像度化を達成すると共に、開発した
機器から得た眼底情報と、生活習慣病等に合併する血管病変と
の相関関係を内科医により評価する。

高い国際競争力を有する我が国の光学技術
を利用し、全身の循環器系の“窓”である眼底
血管とその周辺組織の形態と代謝機能を細
胞レベルで観察・計測する眼底イメージング
機器を開発は意義がある。また、悪性腫瘍等
の超早期診断への適用のため、産官学が連
携して、医療機器の開発等工学を用いた研究
の部分と分子プローブの開発等薬学・有機化
学を用いた研究を並行して進めるので、実施
する意義がある。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

12709

◇２０１５年頃までに、術前における手術計画
や術中の画像誘導(*)などにより、精密な手
術を実現し、２０２５年頃までに、診断治療情
報の統合等による低侵襲で早期復帰が可能
な治療を実現する【経済産業省】(*)画像誘
導：手術にＭＲＩ､ＣＴ､超音波画像などを用い
ること。

インテリジェ
ント手術機
器研究開発
プロジェクト

標的治療
などの革
新的がん
医療技術

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

19 23 ー 700 800

力触覚その他のセンサを備えた内
視鏡を使い、術中にリアルタイムで
得た生体情報、画像診断情報を駆
使する情報統合型の精密手術を実
現するため、平成20年度末までに、
鉗子開閉力など精密な力覚呈示を
必要とする用途などの分類い従っ
て高精度な力覚呈示を行う脳外、
胸部、消化器外科向けのロボティッ
ク内視鏡システムの操作部、機構
部分の一次試作を完了した。これら
の動作検証を動物実験を含めて実
施した。また脳腫瘍、がんが転移し
た可能性のあるリンパ節を高感度
に検出するための技術について動
物実験あるいは腫瘍細胞を使った
実験で検証して実用化の目処を得
た。またロボティック内視鏡の動作
状況、センサ情報、手術室内のス
タッフ行動情報などを記録、解釈、
表示することで情報の一元管理と
活用を目指す手術ヘッドクオータ技
術の要素技術を開発して、動作検
証を行った。

600 1,220の内数

リアルタイムセンシング開発では、先端部直径10mm の硬性
内視鏡に装備可能なFBG（Fiber Bragg Grating）方式による
多点計測ができる力センサ、内視鏡手術機器に搭載可能な
世界最小最軽量の直径9mm で32ch 心電用多点電極アレ
イ、超音波造影剤ソナゾイド®を用いて２時間以上リンパ節に
留まるセンチネルリンパ節同定用超音波造影剤などを開発し
た。
情報処理技術開発では、術前断層画像情報と内視鏡位置情
報と2mm（統計的信頼区間5％）以下の誤差で統合できるを統
合したナビゲーションシステムを開発した。
マニピュレーション技術開発では、先端マニピュレータを高精
度に術野へ定位する位置決め装置、直径6mm かつ３自由度
を有するマスタースレーブ型ロボット鉗子、直径15mm の半硬
性内視鏡に埋入可能なな収束超音波プローブなどを開発し
た。
トレーニング技術開発では、トレーニングコース内容検討を行
い、VRシミュレータ、臓器モデルなど開発した。
以上により、本事業における、平成２１年度末の中間目標は
全て達成した。

事業終了前後から臨床研究への円滑な適用を図るために、医
療機器ガイドライン「ナビゲーション医療分野共通部分」(平成20
年6月経済産業省公表)に準拠するリスクマネジメント手順および
電気安全試験、滅菌洗浄試験手順で試作品の試験を実施し、適
合性の評価を行う。

現在、商用の手術支援システムとしては、米
国Intuitive Surgical 社の「ダビンチシステム」
が独占状態である。しかしながら、「ダビンチ
システム」の治療対象は内視鏡的前立腺が
ん摘出術（年間７万件）に限定されている。
一方、本事業におけるインテリジェント手術シ
ステム(診断・治療一体型の内視鏡下手術支
援機器）で治療対象としているのは、悪性脳
腫瘍摘出術（国内年間総患者数：約４５００
人）、虚血性心疾患のうちステントの適用にな
らないバイパス手術（国内年間症例件数：２
万件）、肺がん、消化器がん摘出術（国内年
間総患者数約２０万件）で、国内だけでもダビ
ンチシステムの米国での前立腺がんの適用
件数に匹敵する規模となり、医療機器産業の
振興につながり、十分大きな市場創出効果が
期待できる。

がん超早期診断・
治療機器総合研
究開発プロジェク
トに統合

12710

◇２０１５年頃までに、心筋や血管等の再生を
可能にする再生医療技術を確立し、２０２５年
頃までに、肝臓等の臓器の機能の再生を可
能にする【文部科学省、経済産業省】

再生医療評
価研究開発
事業

 臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究

経済産業省
医療・福祉
機器産業
室

17 21 650 830 747

間葉系幹細胞の厚みならびに細胞
面積を測定する装置の開発におい
て、細胞厚みを３μmの精度で計測
する試作機の製作、及び、角膜の
再生医療プロセスの計測・評価技
術についての標準報告書原案の取
りまとめ等を行った。また、厚さ1mm
のバイオ心筋を作製し、移植時に
酸素、栄養を供給できる血管網を
バイオ心筋に付与した。また、運動
器（顔面の骨を想定した非荷重部
の骨や顎関節のような小関節）で
構造体積が300ml(10cm×10cm×
3cm)、体表臓器（四肢体幹体表部）
で厚さ3mm以上、含有組織は従来
の単一組織から２種類の複合組織
含有化を達成した。

747 －

間葉系幹細胞について、エバネセント光による表面マーカー
観察装置（試作機）、細胞厚みから増殖活性を評価する装置
（試作機）、レーザー干渉法を応用して細胞の高さ・屈折率を
評価する透過型位相シフト干渉顕微鏡（試作機）及び骨基質
への形成能を計測する評価装置（試作機）を開発し、バイオ
ジャパン2009にて展示発表した。また、間葉系幹細胞、軟骨
の再生医療プロセスの計測・評価技術についての標準報告
書原案の取りまとめを、角膜についてはJIS/TRに提案登録を
完了した。
細胞シートと大網組織を組み合わせることにより、厚さ5mm以
上で組織体を作製することが可能になった。
また、三次元複合臓器を動物に移植して検証した。

間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び角膜に関しては、今後、実
用化レベルでの評価基準を確立し、国際標準化を含めた標準化
活動が重要である。このうち、間葉系幹細胞、軟骨については
JIS/TR及びISO提案を行う。
また、三次元複合臓器構造体について、国の定めた基準（ＧＬ
Ｐ：優良試験所基準）に準拠した施設にて安全性と有効性の評
価試験を行う。

臨床研究が開始され早期の実用化が期待さ
れている間葉系幹細胞、骨、軟骨、心筋及び
角膜に関しては、実用化レベルでの評価基準
による我が国発の国際標準化活動を推進し、
先導的立場を確立していくことが重要である。

13508

○２０１０年までに、タンパク質相互作用・ネッ
トワーク解析技術や疾患など生物現象を制御
する化合物探索技術、膜タンパク質構造解析
技術、疾患モデル細胞の構築技術など創薬
効率化のための技術基盤を確立し、創薬ター
ゲット候補となる新規の重要なタンパク質相
互作用情報等の情報を蓄積する【経済産業
省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

13509

◇２０１５年頃までに、疾患メカニズムの解明
の加速、診断機器の高度化、より有用な薬剤
候補物質の絞り込みの精度向上等の創薬プ
ロセスの高度化を実現するとともに、個人の
特性を踏まえた、生活習慣病や難病の予防・
早期診断・先端医療技術を実現する【文部科
学省、厚生労働省、経済産業省】

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基盤
技術開発
【創薬加速
に向けたタ
ンパク質構
造解析と統
合しゲノム創
薬加速化支
援バイオ基
盤技術開発
に、一部を
幹細胞産業
応用促進技
術開発に組
み替え】

・臨床研
究・臨床へ
の橋渡し
研究
・標的治療
等の革新
的がん医
療技術

経済産業省
生物化学
産業課

18
19

22
24

4650 4360 3,686

重要なタンパク質相互作用情報に
ついて、３０００以上取得した。ま
た、産業上有用な新規化合物を26
個取得した。開発中の電子顕微鏡
を用いて、ギャップ結合に関連する
タンパク質の構造を解明した。創薬
の薬理試験用のヒト心筋モデル細
胞等を作成した。

2,800 1,570

　重要なタンパク質相互作用情報のうち、特に疾患に関わる
新規タンパク質情報を約550個、相互作用情報を5個以上取
得した。また、収集した菌株の二次代謝産物から約31万天然
物ライブラリーを確立し、新規化合物53個を見出した。
　水チャネルAQP4の構造差による阻害剤効果の種差を発
見。GPCRであるCCR5のリガンド結合部位を、NMRによる
TCS測定技術により同定。新規活性予測法により薬物探索精
度が10倍向上。70ヶ程のヒット化合物を得た。
　生きた細胞を用いた遺伝子活性化の時系列画像測定技術
とその画像データを数値化し解析する技術を開発し、遺伝子
活性化パスウェイを定性的・定量的に推定できる技術を開発
した。

研究開発の継続的実施

　産業用ロボットを活用した高感度タンパク質
相互作用解析技術、700以上のヒトcDNAク
ローンの作製、放線菌を中心とした約31万天
然物ライブラリーはいずれも世界最先端レベ
ルの成果である。
　電子顕微鏡による2次元結晶解析技術は世
界最高の分解能。NMRによる相互作用解析
技術はタンパク質の分子量に制限のない世
界唯一の技術。薬物探索ソフトウェア群
「myPresto」は世界最高の性能。
　これまで定性的だった遺伝子活性化パス
ウェイを定量的に推定する技術は新しい技術
として優位である。

13704

○２０１０年までに、研究・開発関係者への活
用の利便性向上に資するため、微生物を中
心とした生物遺伝資源の情報を集約し、提供
する生物遺伝資源機関ネットワーク構築を実
現する【文部科学省、厚生労働省、農林水産
省、経済産業省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。

13705
○◇２０１０年までに、産業上有用な微生物約
７万株を収集し、提供体制を整備する【経済
産業省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。



コード番
号（「重要
な研究開
発課題」）

研究開発目標　　（○：計画期間中の研究
開発目標、◇：最終的な研究開発目標）

施策名称
「戦略重点
科学技術」
への該当

府省名 担当課室名
Ｈ18予
算額（百
万円）

Ｈ19予
算額（百
万円）

Ｈ20予
算額
（百万
円）

進捗度の
チェック
（中間
フォロー
アップ）

主な成果と目標の達成状況（中間
フォローアップ）

Ｈ21予算額
（百万円）

Ｈ22予算額
（百万円）

Ｈ２１の重要な取組み（具体的な成果、研究開発計画の見
直し等）

現在の進捗状況からみた「目標達成のための課題」
現在の進捗状況からみた「国際的な位置づ
け・意義」

備考

事業期間

始期 終期

13706

◇我が国のライフサイエンス研究推進に不可
欠な生物遺伝資源等（生体由来試料を含む）
を世界最高水準のものとして維持する【文部
科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業
省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。

13801

○２０１０年までに、配列情報や構造情報の
他、パスウェイデータ、生物遺伝資源情報、
医学情報、文献情報等の多様・多量な情報
の網羅的かつ正確な統合に向け、広く国内の
ライフサイエンス研究者の利用に供するため
に必要な標準化技術、検索技術、分散処理
技術、高速通信技術、データベースマネジメ
ントシステム等、必要な情報技術の開発を実
現し、必要な人材を確保する【文部科学省、
厚生労働省、農林水産省、経済産業省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。

13804

○２０１０年までに、ヒト遺伝子配列情報に機
能情報や疾患との関連情報等を付した利便
性の高い、研究現場で活用される有用なデー
タベースを構築する【経済産業省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。

13805

◇２０１５年頃までに、統合化が可能で、かつ
適切なデータを対象に、ゲノム情報及び各種
遺伝資源のデータ、医学情報等を含む統合
データベースを構築する【文部科学省、厚生
労働省、農林水産省、経済産業省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。

13901

○◇計測・計量技術の標準化に向けた研究
開発を行うとともに、バイオテクノロジーの共
通基盤である生体分子の標準物質を開発す
る【経済産業省】

生物多様性
条約に基づ
く遺伝子資
源へのアク
セス促進事
業

経済産業省
生物化学
産業課

14 25 56 53 56

ＡＢＳの国内業界に対する普及、Ａ
ＢＳ交渉の円滑な推進に向けた情
報の収集、分析等を逐次実施して
いるところ。

51 41
遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外
の対応を行っているところ。

遺伝資源への円滑なアクセスを確保するため、引き続き内外の
対応を継続していくことが必要。

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関して
は、生物多様性条約のもと国際交渉が行わ
れているところ。

14005

○◇２０１０年までに、新たな生命倫理の課題
について国民の意識を把握し、合意形成に向
けた土台作りを行う【内閣府、文部科学省、厚
生労働省、経済産業省】

バイオ事業
化に伴う生
命倫理問題
等に関する
研究【主要
経費変更95
→13→95】

経済産業省
生物化学
産業課

14 21 39 35 35

・ヒト組織を産業利用する際に考慮
すべき事項について、産業界側の
視点を取り入れた形で取りまとめ
・「個人遺伝情報ガイドライン」の普
及
・webサイト「みんなのバイオ学園」
（2008年度平均アクセス数：約2800
件／月）

28 0

平成20年12月にＢＴ戦略推進官民会議でとりまとめられた「ド
リームBTジャパン」において、多くの学校教員（中学から高
校、理科・社会・生物・技術家庭・）が遺伝子組換え作物・食品
に悪いイメージをもっていることが示されたことから、今年度
は、教育分野を対象としたバイオテクノロジーに関する正しい
理解の促進に向けた研究を行った。また、産業界としての自
助努力を促進するため、バイオ産業界から消費者に向けたの
情報発信のあり方についての研究も行った。

-

遺伝子を用いる研究の進展や遺伝子ビジネ
ス（DNA鑑定等）の発展に対応すべく、我が国
においては平成13年に「ヒトゲノム・遺伝子解
析研究に関する倫理指針」が策定され、平成
17年に「経済産業分野のうち個人遺伝情報を
用いた事業分野における個人情報保護ガイ
ドライン」が告示され、これらをもとに、遺伝子
ビジネス業界が自主基準を設けたり、関連す
る複数の学会が共同でガイドラインを策定し
ており、産学官がその健全化に取り組んでい
る。一方、遺伝子ビジネスについての欧米に
おける規制制度や産学の取り組みについて
調査研究を行い、比較したところ、我が国の
取り組みが大きく遅れているとはいえないと
考えられる。しかしながら、さらなる健全化の
ため、産学官の一層の取り組みを促進する必
要がある。
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